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崎重工業建造）に装備したSperry製レーダーによる
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日本朏舶規格JES4002

御法川舶用給炭機
ミ〃カワマリメスト打一
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帯刀軽減･榊簡旱･聯暢

彗惑御法川工場
本職東京都文京厘初昔町4電話(85)0241．2206｡5121
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其の他船舶用電氣機器
船舶用直流發電機
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木 村小一
通職技術研究折・船舶縦装部航海用レーダーとその現状

その反射波の一部はもとの空中線に戻って來て受信樫

に導かれる。

衝撃波（パルス）が使用されているから，例えばパ

ルス幅0.4ILsの時，電波は0.4psの間に120m進

むから，理論的には60m離れた目標からの反射波が

歸って來たときは逢信が既に経っており，空中線を直

ちに受信機へ切換えられるなら邊信用と受信用の空中
線を共用出來る。反射波はレーダーと反射する目標物

との距離に比例した時間差をおいて夫々に受信され
る。

この受信信號を目で見るために指示器中にある陰極

線管(Cathod-raytube叉はブラウン管）を使う。陰

極線管の螢光面上にある鍾黙(spot)をパルスを邊信

した瞬間に映像面の中心にあり，時間のたつにつれて

それが外側に一直線に移動するよう，即ち映像面の走

査線が中心より放射ｻ伏に出るように陰極線管の偏向回

路を設計し，受信機が反射波を受信した時にだけ受信

出力で輝黙があらわれるようにすれば，映像面上の明
るい黙は何か反射物禮があることを，叉中心よりこの

輝鮎までの距離が反射物までの距離を表わす。

空中線は常に一定速度で回韓させその回韓と同期し

て映像面上の走査線の方向を回韓すれば，船の全周園

の反射物が映像面上に明るく表わさ》L'船の周園の地
形や附近にある船，浮標などの方向，距離を一見にし

て知ることが出來る。使用する陰極線管には空中線の

回鱒速度（一回鱒2秒～9秒）に應じた残光性を持つ

ものを使い，その残光により像を観察する。この指示

方式をPPI(PIanPOsitionlndicator)と言い，最近

の航海用レーダーは例外なくこの指示方式を採用して
いるようである。

第1M(a)はWIによる映像の一例で同圖(b)の

地圃と比較すれば海岸線，突堤などが明るく表示され

ていることが分る。（別掲鳶眞参照)陸地の奥は空中
線の高さが船舶の場合比較的低いので影になってあら

われないが，山などの斜面が所々 表示されている。突

堤内の明るい鮎は船又は浮標である。こり船の位置は

映像面の中心で，船の進行方向は一本の輝線で示すの

が普通である。

3，航海用レーダーの機溝

（1）構造と機能

船舶用レーダーは通常次の各部に分けて装備するよ

う設計されている。

1．緒、言

レーダー(Radar,RadioDetectionAndRanging)

は今次大戦中主過して軍事上の目的に發達した航空，

航海，標定，警戒用の超短波及び極超短波を使用した

電波機器の總穰であって職後は通商交通等平和的目的

のための航海，航空計器として普及發達し，諸外國の

船舶は航海用レーダー(MarineRadar)を競って採

用するようになった。海上における人命の安全のため

の國際I絲勺（1948）はその附闘書の中で各國政府が航

海上の補助装置としての高分解能船舶用レーダー(hi-

ghresolutionshipborneradar)の使用を奨勵し，

レーダーを使用する職員の教育を奨勵するよう勧告し

ており,叉國際電氣通信條約附馬無線通信規則(1947）

‘はレーダーを「同じ位置から暹信及受信し，目的城か

ら再邊信或は反射する性質によりこの位置を決定する

無線測位」と定義し航海用レーダー用として3cm,

.5cm,10crnの三波長帯が割當られた。（第5表参照）

我が國では柊戦後はそれが軍用兵器と見られていた

ため，研究，製作は勿論，所有，使用等を一切禁ぜら

れていたが，昭和25年1月18日附總司令部覺妻

(SCAPIN2075)｢RadarPOlicy」の中で純邇商用に使

用される外國製の航海用レーダーを楡出入，販壷，所

有，装備，使用することが許可された。現在なお同壁

雷中でその製作及び研究は禁止されているが,この琵

書を契擬として航海用レーダーを我が國の船舶へ装伽

する問題が活溌化し近く日本國有鐵道青函連絡船に装

備するため數臺の米國製レーダーの織入が謹走されて

いる。

運織技術研究所では船舶蟻髪部において他の航海計

器類と共に航海用レーダーなど新しい電波航法機器の

試験検定を行いたい意向で準備を進めているが，現在

までの調査養料によって簡軍に航海用レーダーの概要

の説明と，米英雨國の現状を紹介したいと思う。

2，レーダーの原理，

レーダーを装備した船舶は特設したマスト叉は主マ

スト上の空中線から波長3cm又は10cmの極超短

波の鋭いビームを室中線の指向方向に極めて短時僧溌
今

射する。この衝撃電波の繼舞寺間(パルス幅)は百萬分

の1秒以下で普通にはC.4I｣s(マイク‘ロ秒)=4×10-7

秒から0･'“の間が使用さ〃る。發射された電波は
1秒間に3×108米の速さで直進し，その通路上に船，

突堤，陸地などがあると電波の一部はそこで反射し，

’
’

ノ

｜
I

’

I

’

口

1

１
１ ’

’

P

3347

〃

」筐二．乱生



、

（イ）回鱒室中線(Scanner)

（ロ）暹受信機(Transiver)

（ハ）指示器(Indicator)

（二）電動發電機(Motorgenerator),制御器

(Controler),そめ他

第2団は航海用レーダーの系統団の例を示す。次に各

部について説明する。

（イ）回鱒空中線

Scannerは｢走査するもの」の意で走査空中線と呼

ぶの力萢営かも知れない。その形は第3m.(a)(b)(別

掲嶌眞参照）の通りそ米國のものと，英國のものとは

少し形が異っている。米國の形は普通は回韓拠物面の

上下を切り落した形の反射器を使用し，英國のものは

上下二枚のzF行板の間に弛物線型の反射器をはさんで

いて，共にその焦黙に導波管(waveguide)の先をや

や開いた輻射器が反射器の方に向いて口を開く。電波

第2岡航海用レーダーの系統団

__一-_一一一式一一一一一一,-J-
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は反射器へ一旦當って力泥前方へ輻射する。空中線部

にはこの他室中線回鱒用の電助磯，宝中線の回轌を指

示器へ傳えるためのセルシン謹振器，船首方向の琿線

をだす爲の装置，室中線の凍結防止のための電熱など

がある。

第4圖（別掲嶌眞参照）は空中線全農を雨雲等から

保護し凍結防止を完全にするためガラス繊維及びベー

クライト製の覆を被せたWestinghouse註のレーダ

ー室中線でその内部は同圃(b)の通り普通の米國型の

室中線と愛りない。

レーダーの室中線の指向特性は水平方向は出來るだ

け鋭く，垂直方向はある程度の廣がりをもつ扇形のゼ

ームを出すことが必要であって，指向性を輻射狸度が

-;-になる黙をみる角で表わせば,使用波長及び室中
線の大きさ，形等により異るが水平方向1｡～4｡程度，

垂直方向15。～20.位が標準となっている。水平方向

凹轌咋寸
の指向性は直接水平分解能に關係

するから指向性の鋭いもの程望ま

しく，乖直方向は指向性の鋭い方

が電波を有効に輻射出來るが，船

のローリング，ピッチングによっ

て目標物が電波ビームからはずれ

ない程度の廣さを持たなければな

らない。

輻射電波は水平偏波の場合力;多

く，叉反射器後方への漏洩電界は

25db程度となつ《ている。

極超短波を詮受信機より空中線

へ韻篦するには波長3cmの機器

では導波管を，波長1'jcmの機

器では同軸ケーブル又は導波管を

使うがそれらの回韓箇所の構造及

び接手には特殊の考慮力軸われて

いる。

第5岡（別掲嶌眞参照）艦橋上

に持設したレーダーマスト上の回

鱒空中線である。

（ロ）差受信機（第6団）

（前掲嶌眞参照）

遥信用眞室管には金鴎製磁電管

(Magnetron)を永久磁石にはさ

んで使用する。これを衝撃波によ

り愛調するには第7園のような回

路を使うoVIは衝撃波鍵調用に

設計された水素入り放電管叉は眞

室管で通常は通電しない状態にお

●

』
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ルスの時）程度を必要とする。第二橡波，映像周波増

幅器を通し受信出力は陰極線管の柊子(叉はカソード）

に加える。受信機の感度は探知能力に關連し高い程望

ましいがSN比（信號對雑香の比率）の關係より限度

がある。'綜合利得10.db以上iこなるのが普邇である。

（ハ）指示器（第8岡）（別掲篤眞参照）

指示器の中心はPPIを行う陰極線管で，その螢光

面の直径が5吋より16吋程度まで各種使用される。

普通の機器には7吋叉は12吋が，小型用(DeCca)に

5吋が使われ，16吋は本年8月よりRaytheon杜の

新製品に採用される。蜑光面上の輝鮎の大さは一定限

度以下に小さく出來ないから，螢光面の大きい管程鮮

明な像が得らｵしる。

指示器中には陰極線管を動作させ，又種々の指示を

與える回路が組み込まれているがその内主要な回路の

概要を次に説明する6

(a)陰極線管の偏向，焦黙等の回路、

この種の陰極線管は普通のオシログラフ用と異り,

テレビジョンに使用される如きもので，外部に偏向ゴ

イルを置いて電磁偏向を行う。偏向コイルは管軸を中
心として回韓可能にしセル,シンモータ胃により空中線
の回縛と同期して回鱒する。偏向コイルには繰返周波

数と同期した第9団に示す如き一種の鋸歯状波を流せ

ば，電流0の時，琿黙は映像面の中心に，電流の増加

く｡蓄電器Ci,C2,C3は高匪電源によりR及Tを

蓮して充電される。繰返周波数發振回路よりの同期電

陸がViの格子に加わるとV1体突癖恵電状態になり
～蓄電器の電匪はV1及Tを通じて急速に放電し,Tの
一次側には衝鑿還流が流れる。この場合C2,C3はL1,

諸LI｡LZ
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第7団パルス愛調回路

L・のためC1よりやや渥ｵfて放電するから,C,,C2,

C3,L,,L畠の數値のとり方により求める形の求める幅
のパルスが得られる。Tはパルス鍵唾器と呼ばれ，こ

の設計も亦前記パルスの波形及幅に大きく影響する。

Tを使用するため高曄電源の電嘩は磁電管を發振させ

るに要する電産より遙かに低いもので間に合う。パル

スの繰返周波数は-1しOC～3000c/s,V,の格子に加え

る同期篭塵は繰延周波數發振器の發振正弦波を同周波

數のパルスにしたものを使う。V2はC,V,,Lの回路
が振動回路になるため,その振動を始の牛サイクルで
止めるための二極管である。この方法によれば0.1～

0.4(Js,1萬數千ボルト色略矩形波に近いパルスを比

較的簡単に求め得る。

塗信出力の尖頭値は10cm波で7kW,3cm波で

淡～50kW程度である。邊受信用空中線が共用である

から邊受信機内で導波管（同軸ケーブル）に分岐回路

を作り，この邊信出力が直接受信機に入らぬよう，叉

誕信波が邊信機に行かぬよう逢受切換装置を置く。こ

の装置をTRBoxと呼びその中に遥受切換用放電管

(TRTube)を入れる。その位置は第2団に簡単に示

してある通りで，放電管は磁電管が邊信中は放電し，

そのため受信機への回路が切れ，送信が止むと放電が

止まり今度は邊信検への回路が切断される。・

受信機は局部發振器に反射型速度愛調管(Reflex

KryStrOn)を，第一検波器に鑛石を使用したスーパー

ヘテロダイン方式である。ここで使用する鑛石はケル

マニウム製の特殊なもので第一検波用の他に今一つ別

の鍛石を使ってAFC(自動周波数制御,Automatic

FrequencyControl)を行う場合が多い。

中間周波数は"Mc程度，パルスを傳逢する必要

から廣帯域増幅器で通過帯域幅は5Mc(J､25!喝の（
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第9岡偏向電流波形

と共に電磁的偏向作用により輝馳は外方に移動し,偏
向コイルの回鱒と共に放射･状の走査，即ちPPIをす

ることになる。指示範園(Range)の切換には鋸歯状

波の幅を鍵えるが，この切換は例えば1，2，6，15，30

哩と数段の切換を設け，遠方の地形の判別や近くの障

害物の探知等夫々の目的に應じて窪鐸する。

陰極線管は第9岡の･a,b,(b,'b,'')の間だけ霞昨し，

b,(b,'b,'')a2間は高座回路を切るか，格子に充分の負

電歴をかけて動作しないようにする。多くの場合陰極

線管の焦黙調整は偏向同際外部より電磁的に行う。

RCA-101A型では偏向コイルを回鱒する如き機彼
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－グー.による殴風の卿捌はこの原理を利用する｡)雨

雲の反射はある範園一様な彊度のエコー力嶽ってくる

のが普通であるから，受信出力を一度積分回路を通し

てこの影響を減少ずる。これをFastTiIngContro]
(FTC)と言う。

鼬偏向回路を使用せず,新し．〈考案された特殊な同期
霊振器と固定偏向コイルを用いる回轌部のない純電氣
的同期偏向方式が採用されている。叉Raytheon製小
型レーダーは同期を純機械的に行っている。

(b)固定距離目盛と可動距離目盛

PPI面上の一黙迄の距離を測定するには映像面上に

中黙（船の位置）を中心とし，距離を表示する同心圓
の輝線を用いる。これには各Rangeに應じ一定距離
間隔を示す固定距離目盛と，その半径を自由に鍵えて

目的物にその圓を合せ，その時の調整器の鋤b量より

距離を直讃する可愛距離目盛とがある。

(c)船首方向輝線

回縛空中線部にもうけられた装置によって空中線が、

船首方向を向いた時にPPI面上に1本の輝線が表わ

れるようにする。これらより地形と船の進行方向の關

係がわかる。

(d)方位測定

陰極線管の映像面の置かれた外側の枠に方位目盛を
1°置きに目盛り，映像面上にカソール線を引いた回
韓出來る透明ガラスをもうけ，前記の船首方向線を利
用し目標物の方位を知る。

(e)眞方位の表示

空中線の回鱒と鱒輪羅針儀とを連動させ船の指向方
向の如何にかかわらず常に映像面の上方を眞北に固定
することが出來る。これによれば船が常に方向を鍵え
て航行する場合安定した指示を得られ，船首線と方位
目盛から船の指向方位が，叉カソール線により目標物
の眞方位が簡単に得られる。この表示方式をTrue
Bearingと呼び，これに對し普通の船首方向が映陳面
の上方になる指示方式をRelativeBearingと呼ぶ。
第10岡（別掲嶌眞参照）はTrueBearingの場合
の映像面で，固定距離目盛，船首方向線なども表わさ
れている。

(f)中心鮎の擴大

船の周園のごく近距離の目標を判別し，その方位を
測る時にPPIの中心鮎を砿げ，中心に空白な圓を作
り，映像面上の像をすべてその圓の半径だけ外方へひ
．ろげる。これをCenterExPandと言う。

(g)附近海面よりの反射及び雨雲の妨害の除去
海面が波立つ時附近の海面から筒仮射がおこりその
ため映醸面に妨害が出るからこれを除くため，パルス

邊信直後の受信機の感度を抑制する。この抑制時間を

蓮綴的に鍵える場合と，固定の場合がある。これを

SensitivityTimeControl(STC)と言う。

波長の短かい電波は雨，雪等より反射し,,ために豪

雨’雪の中の地形，目標の判別が不可能になる。（し

以上説明した回路は必ずしも各泣の航海用レーダー

に全部採用されているのではなく，叉回路の呼び方も

異っている場合があるから注意を要する。

Sperry杜の航海用レーダーでは陰極線管の映像面

の上に着色フィルターを附してあるがこれは一般に螢

光面を電子が衝撃した時の所調螢光とそのあとの残光

一燐光一とは色が異り，しかも前者の方が明るく，ち

らつく上,渡際の観測は残光を利用するのであるから，

螢光の方は有害無益で，この蟹光を淌すために用いら

れる。この爲に残光の方も多少不鮮明になる鉄黙はあ

るが，長時間の観測の際目の疲れを防ぎ，夜間の航海

の場合に溺測者の眩惑作用を除くため必要な注意であ

って，他吐のレーダーにも採用されているか否か不明

である。．

（4）電動雲電機，制御器，その他

航海用ソーダーに必要な電源電力は1～2kW程度，

船内電源より濁立の電動發電機を廻して得る。電源スー

イッチは指示器内にありOn-Standby-O丘の三段に
0,

.なっている。OぼよりOnに直接切換えた時は各電子

管類の陰極が充分加熱されるのを待つため時限艇電器

により3分後に高塵回路が働くよう設計してある。

Standbyは高座回路のみを切った状態で，一時的な

使用中止の場合に使えば,Onに切換た時直ちに動作

がはじまる。叉指示器中に動作時間の累計を自動酌に

記録する計數器があることがある。

（2）装備

各部の船における装備場所ぱ（イ）回轌空中線は艦

橋上のレーダーマスト叉は主マスト上に（ロ）邊受信

機は空中線の直ぐ・下叉は海圖室に（ハ）指示器は操舵
室叉は海圖室にするのが普通で副指示器を追加して希

望の箇所に置くことも出來る。

特に注意を要するのは空中線の位置で，塗受信磯か

らの導波管の長さにはある程度制限があり，叉空中線

の位置が低いか装備場所が悪いと，探知方向に死角を

生じたり侭目標の原因となることが屡々 おこるからで

ある。

（3）調整箇所

航海用レーダーは上記で分る通り相當に複雑な電波

磯器であるが，その渡際上の使用者はその道の専門家

でないのが普通のため調整箇所を出來ろだけ少<する
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ス幅をあまり狭くすることは受信機の邇過帯域幅を贋

くしなけｵLばならず,回路上の困難を伴ってくる。

ことが望ましい。その主なる調整箇所の代表的なもの

を次にあげるが，これらはすべて指示器の映像面の周

函のパネルに集中され,一箇所で:全操作が出來ろ。

(調整箇所は第2岡に丸で指示してある）

（イ）電源スイッチ
／

（ロ）距離(Range)の切換及びその表示

（ハ）受信機の感度調整

（二）映像の焦黙調整

（ホ）像映の輝度調整

一（へ）固定距離目盛の琿度調整

（卜）可愛距離目盛の輝度調整

（チ）可鍵距離目盛の距離鍵化及びその表示

（リ）船首線の輝度調整

一（ヌ）方位目盛板の照度鍵化

（ル）カソ〒ルの回韓

（ヲ)STCの切換又は謡嘩

(")FTCの切換

（力）眞方位指示及び相對方位指示の切換

（ヨ）中心黙擴大の切換

筒各部の電匪電流を知るための試験用計器とその測定

箇所の切換スイッチがある場合もある。

4．航海用レーダーの選定について

1948年の海上人命安全のための國際條約の附麗勧

告書第20項レーダーの中で次のように述べでいる。

「(前略）この高分解能レーダーは他の性能にもまして

次の性能を有しなければならない。
(a)最小距離(MinimumRange)最小距離100

ヤードまでの目標を表示し得ること。

(b)方位分解能(BearingResolution)同i回離で
方位角5°まで離れた二つの目標を別々 の像として
表示し得ること。

(c)距離分解能(RangeResolution).同方位角

で距離100ヤード離れた目標を最短距離範園の時二
つの別々 の像として表示し得ること。（後略)」

從って上記の三鮎と最大探知距離について簡単に考

えることにする。筒この他に綜合的な種々 の性能，取

扱の簡便，耐久，耐熱，耐寒，耐混，耐水，耐振性及

び便格等レーダーの選定上考慮すべき黙は多いがここ
では鯛れない。

(a)最小距離

最小距離は主としてパルス幅の大小により左右され

る。即ち，パルス幅0.4(Jsの時その間に電波は約12)

m進むから60mの距離からの反射波は受信可能とな

る筈であるが，機器の特性，パルス波形の乱れ，導波

符の長さの影響等によってその数値は多少大きくな

る。第1表は現用機器にお{ﾅる大繼の値である。パル

第1
←し▲

表

｜最小探知距離(ﾔード）パルス幅

一
○

４
．
２
２
１

●
●
■
、
ｅ

Ｏ
Ｏ
Ｏ
０

０３
０
０
０

１
３
６
３

－
－
、
一

０
０
０
０

８
５
４
２

(b)距離分解能

最小距離と同様に考えられる。

(c)方向分解能

これば主として空中線の水平指向性により決まる。

水平指向性は空中線（反射器）の形状,大きさ及び波

長により異ってくる。現用機器の大燈の数値は第2表

に示してある。

第2表〃

’
方向分解能

空中線(反射器）
の大きさ

、
－

’
’

3糎波10糎波

’I
辨
鱈
鍛
一

沢
沢
沢
沢

４
５
７
２１

一

-

3.5.

2.0。
侭

以上の三黙は指示器の陰極線管の焦黙及び螢光面の

大きさも關係する。即ち受信反射波を二つに分離して

受信しても映像面でその直經に比し輝勤の大きさがあ．

まり大きいと二つの像が重なって表わされるからであ

る。映像面上の走査線の數があまり少いととも好まし

くない。これは映像面の像が一様に表われず放射状の

線め集まりに見えることになるからで，走査線の本數

は次式で表わせる。

（走査線の本數)＝(繰返周波数)×(空中線の

一回韓に要する時間[秒]）

(d)最大探知距離

レーダーの最大探知距離Rmaxは一般に次の式に

なる。

し

’

I

I

R…=;/盃等窯奉
冴：遥信電力

S:目標の有効断面積

A:空中線の有効開口面積

K:空中線の形及び能率による惣陵

B:受信しうる最小電力
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可

ここで,K令臓空中線の利得になる。
從って探知距離は一般に遥信出力が大きい程，室中

線利得が大でその形が大きい程，受信機の感度が大に

なる程大きくなる。叉その距離はs即ち目標の大き

さ，種類により反射の狸さ等力鍵るから明かに異って

くる。第3表は物鰹を航海用レーダーで發見出來る距

離の一例である。

第3表

●｡

H“w唖m Cl－d“碇
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〕
ヨ
コ
呵
匡
亡
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“
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匡
包
医
。
丘
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〆
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ピ
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Ｐ
芯
奉

Ｕ
質
し
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ノ

｜探知可能な距離物膣 (哩）

海岸の大都市

標高200"以上の崖

島及び海岸線

大型船，

燈臺

曳船

防波堤

航空機（低空の場合）

浮標

つり舟

ボーl､，流木，烏群

25哩以上

25哩以上

15～20哩

16～17哩

9～15哩

7~'0哩
6～8哩

6～8哩．

2～6哩

3－5哩

2哩

I

MKIPjtationmmmFrinr切侭“gIa呼'b”妬

第12圖

る減衰量の比較した賓鹸値，第12圖は雨により探知

能力が半分になる距離の比較である。

電波の反射は3crn波,10cm波共に雨雲よりの反

射が認められるがこの場合も3cm波の方力銀く反射

する。一般に3cm波の反射張度は10cm波に比し

同一物燈からであれば狸く，又遙かに小さい物より反

射する。（理論的に電波はその波長の'/2以上の大き
さの物鐙があるとそこで反射がおきるb即ち10cm

波は5cm,3cm波は1.5cm以上の大きさのものか

ら反射する｡）尚海面からの凱反射の黙でも3cm波

の方が妨害が大きい。

以上の二黙より悪天候の場合レーダーの波長は10

cmの方が好ましいように見える。しかし一般に3cm

渉のレーダーの方が出力,空中線利得等が高いし,又
FTC,STC回路の効果等を綜合的に判定することが

必要である。二三の悪天候の場合の3cm波と1Jcm

波のPPIを上上鮫した富眞もあるが，同一條件の下Iこ

比較したものではないらしい。、

糎波で波長が3cm程度になると所謂RadioDuct

の現象により，海岸地方など上室に氣温の逆鱒暦のあ
る所で，電波が見透し距離をこえて遥か遠匪潤俊迄傳潜
し探知距離が異常に増大することがあるが，航海用レ

ーダーでは最大距離は大鰹40哩程度以下であるから

この現象は考える必要はないであろう。

（2）分解能

前述の通り同一大きさの空中線を使用した場合の方
向分解能は3cmの方が遙かに優れている。10cm"
で3cm波と同様の指向性をもたすには空中線の大き
さを3倍以上にしなけｵしばならない。

（3）眞室管の癖命，その他

I

(e)波長の選定

前述の通り航海用レーダーには波長3cmと10cm

との二種がある。いずれを採用するかについては一長

一短があるようである。

（イ）電波傳播上の相違一雨琴の影響

極超短波に對する雨雲の影響には反射と吸收があ

る。雨や雲の中を電波が傳播する時の吸收による減衰

は糎波の領域では波長が短かくなる程大きく叉雨量に

も關係し豪雨になると無覗出來なくなる。これに關す

る一二のデーターを引用して置くと第11剛は雨によ
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第4表外國製航海用

１
１ '一両菫|燕f1

國名 國製造國 米米
－

製造會斌名 RAYTHEONRCA

KP-101

(KP-102)|舗南'U1A
I（河川用） |s¥淵諏|耀瀧黙ll")式’ ’CR-103 MP-104型

J～943019320～943013070＋5019 、19320，、f引
ゴ

動作波烏)’ 331］03313’3

｜』540183030尖頭暹景綿｜ ’ ’50

1'/2,4,16,
40

(1，2，4，8）

30

’11/il62｡6''5'|(;9":0)|],3,8"2｡|;(i好｡6，‘＆,'…,11,2,4,8,20，401，3，8，20］，4，20
20，4020，40

（1,2,4,8,20）

距離鼬園切換
（哩）

l

ﾄ

ﾄ

凸
■
■
■
■
■
■
ｑ
ｑ
・
■
。
Ⅱ
■
１
１

－ －申一

’/I,’､'2，1，’/4,1/2，1，
’ん，1，4

2，5，102，5，10

１
１ |篭蓄’

12，1，4，10
('4,’/2，1，
2）
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あり，運楡省はこの規程により各種の試験を行い合権

したものに型式承認言を霊行している。

6.レーコンと港菱レーダー

（1）レーコン(RacOn)

，レーコンとはレーダ÷・ビーコン(RadarBeacon)

の略で各種の方式のものがある｡‘ここで読明するのは

PPI式の航海用･レーダ岩と組合せて行う方式の原理に

､限る。邊信されて來た衝撃電波を受信し，その波長を

鍵えたり，又これに適當な識別符合（例えばモールス

符合のような）を附したりして又もとの方向へ邊り返

えす装置をトランスポンダー(Transponder)と云う。

このI-ランスポンダーを二箇所以上海岸の適営な位置

に置き，その各令に固有の識別符合を定めておけば，
●

船舶のレーダーからの電波は各トランスポンダーによ
り波長を鍵え，符合を附して暹り返される。レーダー

へ

の受信装置をレーコン受信用に波長を切換えれば眞方
位指示のPPI上に現われる符合からトランスポンダ

－の方向がわかる。第13岡はこの圃解でトランス猿

3cnl波用の磁電管，速度愛調管は10cm波のもの

に比し一般に構造上製作が困難のため高債で壽命も短

いと云われている。叉回路にも色々と高度の技術と精

度を要する。

（4）米英雨國における趨勢

米國では聯邦通信委員會(FCC)は航海用レーダー

用には3cm,10cmの雨波長籍を割當て，その使用

を許可しているが，英國では垂鐡省が航海用レーダー

には3crn波の溌器を用うべきことを規定し,10cm

波の使用を認めていない。

米國でもいずれの波長を:レー友一に使用するのがよ

いかについては種々論ぜられている模穰で，大匿，湖

や河川等複雑な地形の所で使用するv一グーには3

cm波が悪天候の際大洋を航行する船舶用には10cm

波が優れていることが結論されているらしい｡現在米
國で10cm波のレーダーを製作しているのはRayth-

eon,G.E.の二吐（小會赴を除く）のみであるがRay-

theon註の10cmは相當普及している模嚴である。

以上は雨波長の大彊の比較であるが，これを机上の

検討により早急に結論を結下すことは危険である。幸

に碗毎用レーダーはその使用を許可されたのであるか

ら，今後の資地検討によりいずれの長所が短所をおぎ
なってあまりあるか，日本の現状と合せてその優劣の

比較をすることが必要と考えられる。

5．米國及び英國の航海用レーダーの現状ず

現在米國で航海用のレーダーを製作しているのは

Sperry,RCA,Westinghouse,Raytheon,General

Electricの五泣を始めその他10杜あまり，叉英國で

はKelvinHughes,Marconi,Decca等數杜があり一

つの會牡で數種のレーダーを作っている所もあるか

ら，その種類は相當の數にのぼる。原理的には同じで

あるけｵLども，各吐が夫々 の特徴を持った設計を施こ

していて選澤には相當迷わされる。第4表は現在我が

國に型録等が到着しているものから主なものを拾って

作製した要目一覧表であるが，主要なレーダーで調査

撮來なかったものも多数ありこれらは今後調査し補充
J

していきたい。筒この表中性能の數値は各型のカタロ

グに依っているため相當主観的なものもあるから注意

願いたい。

航海用レーダーの取締規則は米國の状況は不明であ

るが，英國では運楡省(MinistryofTransport)が

1946年に公布し，更に1948年改正した航海用レー

ダーの性能錨呈がある。(TheMarineRadarPerfor-

manceSpecification,1948PublishedbyHisMajes-

ty'sStationeryO伍ce,underS.O.CodeNo.55-247)

この織呈は航海用レーダーの性能の最低基準が定めて

～

’
、

’

ヘ
ソ
／
、
6AのPf

／八
,|

ﾋン
ﾀ､鐘B

、

L

夕

第’3岡レーコンの原理

ソダーの位置がわかれば海図から自船の位置を求める‘

ことが出來る。國際通信條約（'947）では各レーダー

の周波數帯に近接してレーコンの周波數幣を割當てて

ある。（第5表）航海用レーダーにはレーコン受信が‐

出來るよう準備されているものが多い。

（2）港灘レーダー(HarbourRadar叉はShore-

BasedMarineRadar)

@6MarineEngineering''誌1950年4月賎にBalti-

more港の陸上に据付けられた航海用レー亥一の試用

が紹介さｵしているから簡軍に紹介しよう。Baltimore

港は加州のLong&ach,英國のLiverpoolに次いで

この種の施設をもうけた世界で三番目の港で，ここは

年平均13日霧のかかる日があり，この霧のためにし‘
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言F

第5表1947年ア1-ラソテツクの國際電氣

通信條約における航海用レーダー

及びレーコン用割営周波数帯

cyD'A號の船室を全く目隠して，船の移動をレーダ

ーで観測して，そこからの無線による命令だけで港内

を自由に走り廻らすことが出來た。現在の一つのレー

ダーでは盲鮎を生ずることがあるため二つそれ以上？
レーダーの組合せによる運用も考慮されている。

7．結・言

航海用レーダーは航海の補助装置として從來航行の

ほとんど不可能となる濃霧中の河川，港湾内の船の航

行に電波の眼を與え，特に定期航路，連絡船などはそ

の装備によって運行の確資性と安全に寄與することが

大きい。しかしレー亥一の効果をあまりに過信するこ

とも亦危険である。前記の國際安全瞬勺の勧告19愛

はレーダーを装備した船舶の航海について「本會議は

レーダー又は電子を利用する諸種の航海上の援助の最

近の發達が海運に大きな貢献をなしていることを認め．

ろものであるが，他方これらの装置を所有している場

合にも海上衝突豫防に關する國際規則に制定された各

種要求を嚴格に守るべき船長の責任特にこれら規則の

第15，16條に含まれる責任を少しも解除するわけで

ないという意見である。本禽議は各政府が，この意見

について船長及び職員の注意を喚起すべきことを勧告

する。」と述べていることに特に注意すべきである。

我が國の航海用レーダーはその扉が開かれたばかり

であり，その製作，資用化，研究は厳に禁止さｵLてい、

るが，現用の外國製機器の動作を充分に理解し，又そ

の装備法について充分検討し〉運用にあたりその性諾、

を充分に發揮せしめ，叉機器を常に最良の状態になる

よう保守しなければならない。かくすることによつ｡ご

レーダーの有効性が認識されその普及が希まれるので

ある。

本文は短期間に取りまとめたため調査や理解の不充

分のための誤りも少くないと思うが，各位が航海用レ

ーダーの概念を得られるための御参考になれば幸であ

る。（完）

’周波數帯｜帯幅 業務割當

商船の衝突豫防無線測位機
（航海用レーダー）

衝撃無線標識（レーゴン）

衝撃無線標識（レーコン）

商船の衝突襟防無線測位擬
(航海用レーダー）

衝撃無線標識（レーコン）

商船の衝突譲防無線測位磯
（航海用レーダー）
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一グーを積まない船舶は全くその動作をさまたげられ

る。大洋を航行する船舶の30～4.％はレーダーを積

載していてこれらはその効果を大いに發揮しているが

港内があまり曲りくねっているのでレーダーの覗野を

さまたげられ（船では空中線が低い）暹ｵLる場合が生

じる。そこで市の港凝局とWestinghousei杜が協力し
①

て陸上にレーダーを置き，その観測結果を無電で船へ

サービスする試みを行うことになった。Baltimore市

の船舶用無線局のあるピルデングが選ばれWesting-

house牡の航海用レーダーMU－1が無線室に，その

空中線は無電鐵塔の内の一つに取付け､られた。そこで

次の各項の調査が主として行わｵLた。

1．濃霧時に港に出入する船舶に援助を與えるため

に供給するデー女一

2．地域内にいる全船舶を正確に連纐的に観察する

ための準術

3，船の事故の位渥に關する速報の準備

4．これらの各種の事故の成行きを港灘営局に直接

提供するための情報

5．錨地内の船の位置

このレー叉妄の使用するための各種の訓練が行わ

れ，その最維段階では市の46沢のパワーポートNan-

1

、

青函連絡船の航海用レーダー

我が画のレーダー装備の第一陣は國鐵青函連絡船

14隻中の8隻が決定した。使用波長は3糎でSpe-rry

製5¥,RCA製101A型3臺が8月下旬より順次整

備される。’

輸出船に航海用レーダーを取付け

･レーダーの取扱が許可になって以來日本船に一足お

先きに次の輪出船に航海用レーダーが我々 の手によっ
て装備された。

エルゼメルスク（デンマーク船）

RaytheOnCX1197C型(10cm)

エレンメルスク（デンマーク船）．

RaytheonCX1197C型(10cm)

ファンマノー（ノールウエー船）

sperry製(3cm)[口繪参照］

翻香崎燈憂に港菱レーダー

東京麓の入口神奈川縣と千葉縣の間には江戸時代に

つくられた砲塞の臺座》海中に残っているため航行す

る船舶は細心の注意と海圃に頼って田入しなければな

らない。海上保安聡ではこのため頚吾埼燈肇に我が國

最初の港麓レーダ．－を設置することを計薑している。

關係當局との折衝の結果許可になれば早急に設置され

る。
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その後の漁船
害
向 木 壱

一

1表中の洩れた數字も加えたものである。資材ではマ
1．その後の漁船建造

ニラ肺類は他の方面に需要ないので，統制が外された

漁業の現況 今日でも順調に求めれる。次々と消費する燃油は戦前

漁船特集も年年，回を重ねるにつれて大きな鍵化がに近い割営があるが筒不足の詮が生じている。然し今

起ってくる。食糧政策の効果がいろいろあらわれて，日では漁盤高の増加がなければ，賓材を増加する要求

､われわれの食生活も危機を通り越すと，食糧を生産すがいれられぬであろう。

､るものにとっての苦難の時がはじまる。漁業は一般の 戦後の漁業者の組織は，はたらく漁民の中心として

經湾界の影響の外に，昨年末漁業費材の補給金打切にの水産業協同組合法が昨年の2月に公布されてから，

よって，經誉費の増加となり，購買力の不足から支出着々と進展しているが，經濟的基礎についての努力は

増加に伴う魚慣高とならず，漁業者の苦しみはますぱ今後に残されたが，本國會において漁業基本法として

かりであった。最後の望みを魚債の統制撤腰にかけた漁業法，漁船法，漁港法が成立ち，公布を見たので，

が，反對に魚償の低下となって苦しみを重ねて，打開今後は4基本法によって漁業の發展に一段階をつくる

策として魚債を高くするための鮮度向上，高度利用の’であろう。

外に，根本的に經誉の改善に努力が梯われ出した。最近1年間の漁船建造

漁獲高は第1表の如く平均年次は昭和9～11年間漁船建造は戦後一つの山を越して，現在平常な状態

の3年平均の農林統計による漁獲高をとる。昭和23を示しているが，昨年特集説に示したように老齢船が

年7月より昭和24年6月までの漁業種類別の漁痩比大きな割合を示している｡建造方針は代船の噸數の範
率をとると，主なるものは次のようになる。園内で許されるが，昨年末より噸數と馬力の制限をや

1．機船底曳網,13.8％めた。與えられた油を一航海の中でも重黙的に用い，

2．鰻揚繰，巾着網．13.3％各船間に無駄な競争をせずに磯關の無理をせぬように

3．大型定置網，10.3％重ねて漁業者が了承しての上であった。‘

4．いか釣9.0％昨年度中には，安本の計喪と今までに集った資績を

5．以西底曳網9.0％みると次のようになる。資料は3月おくれに入ってく

6．遠洋かつお.まく・ろ,さめ5.2％るのもあるので,約8萬噸の獅僻24年度に逢迭さ
､漁獲高は魚について見ると，魚類は年全漁業蚕材の充．れたことになる。木造船所の手不足の藍をきくが，こ

資と共に増しているのは心づよいことである。このの統計によると戦前の木造漁船建造量最高6萬噸を上

中，食用になったものは93:3％（鮮魚49.1％冷凍魚まわっているので，恐らく戦時中の能力の増大か，機
3.5％加工水産物28.4％罐詰0.9％その他11.4％）械設備の擴充によって能率が上っているのも一因と考
非食用6.7％（餌料1.2％肥飼料5.5％）となっていえられる。

る。漁獲高と表裏をする漁業用資材は第2表の如くな鋼船（計甕）10,000噸（髭漬）9,000噸

､り、漁業者の特に必要とするものはG.H.Q.の厚意で木船･70,00064,500

握力に補充されている。この表中の漁盤高は海草や第大型Z5,000.20,500

第1表戦前戦後魚貝類漁獲高比較（海草を除く）（単位1,000貢）
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漁船の現妖

罰~屈了昭和24年'2月3'日現
在の漁船登金鋪訊土最近の蜜

26'5▲100％情を示すが,合計47萬裳118
205．075

15，42858、萬超，動力漁招12萬隻86寓
4，68718噸214萬馬力となって，海軍
3631勢力100噸以上の鋼船184萬
一一噸，5噸以上の木船77萬噸

2,3139を加えだ261萬噸と比べる

1,6136，と，比較で全燈の1ﾉ3を茂

16,36562′め，椴關馬力でいえば1/2を

21,86182占め,､全船舶で大きく特殊の

第2表漁業寳材

｜ﾏーﾗ麻(t)蓋｣顛礎遙遷(t)|漁礎高(',000t)|燃独(1,000kl)|綿花年 次

’ 峨
師
竪
沁
５
－
沁
記
飯
沼

１ ／
⑪”
８
５
１
１
，
皿
？
”
お
鍋

０
７
５
５

１平年

1938（昭ユ3）

1940（昭15）

1942（昭17）

19“（昭19）

1945（昭20）

1946（昭21）

1947（昭22）

1948（昭23）

1949（昭24）

100％

84

75

62

46

38

36

53

51

58

560

490

301

147

29

5

145

295

374

438

18,妃0

14,369

10,848

7,367

209

2,621

？
●

5,044

13，488

10,982

5.393

I4,511

１
１
１
４

4,171

3,263

2.475

2.060

1.949

2,87う

2,733

3,113

存在を示すことになる。（海

運勢力は昭和25年3月海運統言腰覧による）昭和

23年末と比べて鍵化を見ると

動力漁船14,222隻83，539.20噸258,656馬力

無動力漁船6,127“66.31

合計20,34990,505.51258,656

と2萬隻9萬噸25萬馬力の増加となっている。代錯

逼鑑の方針をとっているが，新造でなくて新たに登録

されるものも相當多く，隻數噸數をますことになり，

這鑑方針で馬力の制限を外したので大きな磯關馬力に

入れかえるものあり馬力の増加をまねいた。然し燃料

消費の鮎からヂーゼル化の影響があらわれている。

項目昭和23年末昭和24年末
1.蒸汽64,220（3.4％）57,954（2.7％)

2．ヂーゼル308,155（16.5）374,552（17.6）

3．焼‘玉1,180,549（62.9）1,345,486（62.9）

4．蹴氣着火321,487（17.2）360,830（16.8）

漁業種類別に繩汁したものが第3表に，府縣別には

第4表を，動力漁船1こついては木船，鋼船とわけて更

に機爾重類別にわけた第5表（畑氏の．駿後漁鰄幾鰡

の歩んだ道」第1表，352,353頁，と同じにつき省略）

に示した。

小型25,00035,500

無重版。20,0008,500・

合計80,00073,500

最近建造される漁昭を漁龍置類にわけてみろと，

(傾向を示すために大型木船建造許可の例をとると）

底曳240隻7,960噸

鰹鮪361,885

運搬451,634

揚繰‘；232'7,472

その他1424,096

計69523,037′

底曳網漁船と鯉揚繰網漁船がそれぞれ1/3以上を占め

て，以東底曳網の代船建造と九州地方の鰻揚繰巾着網

漁船の隆興を物語っている。今年度でも6月初旬まで

に許可を得たものI50隻6,000噸近いから本年も大

膣同様の傾向を辿ることであろう。戦後，漁船として

竣工したものは次の表のような46．8寓頓となり5年

間に50萬噸近い新鋭漁船を加えたことになり，漁船

118萬噸の中39.7％となり，このなかには無動力船

の噸數も入っているが，昭和23年6月末現在の進水

年次別の漁船登録統計表（船舶22雀7説316頁第

10､表）による48％と比べると老齢船が増したことに

なる。

1．緯戦後竣工した大型漁船

鋼船799隻115,589噸

木船2,703113,885

計3,502229,474

2．鱒用して竣工したもの

鋼船55,0m

木船1,400

3．小型漁船（長さ15m未滿）

動力船苧121,549

無動力船60,697

4．合計468,120噸
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II．漁舩について技術上の問題

魚鰭防熱装置の革新

魚の鮮度をよくし，完全に食糧化しあわせて魚を高．

慣にうる努力は經濟原則の第一公式であろう。載季よ

り戦後にかけて公定債柊による質より壁への韓換によ

って，公式からはなれて質に對する注意を怠る習慣を

生じた。戦後建造された底曳網漁業の鋼船に防熱設備

をしたものが少いのも一つの例である。ともかく船主

の要求から行った鰹鮪漁船の防熱設備についても，魚

便は据置であるから《つみこんだ氷がはやくとけぬよう

守る要求であった。鰹鮪漁船のように，魚を水氷演と
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ｌ
Ｉ
ｌ
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第 6表巾着網漁船要目表
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１
１
１23.80

6．30

2．45

3．70

9．71

2．57

96.27

250

15HPx

7kW

－

50W

28.50

6．60，

3．30

4．32

8．64，

2．00

178.50

70.09

320

HPkW

75×40

40×25

噸/日
18

125W

137.57

43.07

12.34

21

25.45

261.22

0.575

0.840

0.809

24.90

6．37

3．15

3．91

7．90

2.02

123.04

64.12

250

22.90

e.37

2．881

3．59＝’
。’

7．95．‘

2．21’

99.40

48.45

250

30HPx

･10kW

26.00

6.8ｺ

3．25

3.79

8．00

2.11

164.651

64.24

380

75×40
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噸/日
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122W

95.52

32.70

7．03

2、
2.435

229.99

0.550

0.604
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26．0ノ
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8．00

2.11

163.50

56.20
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66×40
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3．30
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L

B

D
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LD
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GT

.NT

主機

補機

冷凍機

無線

魚鮠

油総

水鯰

乘組員

室荷
吃水

室荷
排水量

Cb

室荷
GM

KG/D

lH港
吃水

鍋蓋
Cb

出港
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KG/D

乾舷

試運鱒
速力
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、して多數一時に冷すため，防熱設備に3rnの水匪がある。漁業の面から見ろと漁網が補給金の打切によっ
かかって内張板の防水工事を一箇所でも破ると，防熱て著し<高債となったことも大きくひびき，漁業とし

の内張に浸水してコルク板の熱絶縁性が破られることて維年運航できる所謂裏作の解決が残されているの
になる。これまでの防熱設備は5～6年の壽命をもつで，鰹鮪巾着網の試験操業の許可を得てもその漁期の
ていたのが，戦後の工事で2～3年を保てぬものが生みはたらくことになるので採算について考慮を要す

じた。一昨年から締皆研究の一つの問題として水産鴎る。漁船の面から見ると’米國の太平洋岸の漁船がそ

で取上げて,最良と思われる方法を次堂と試み,"失敗のま上わが國の太zF洋で順調に使えるかどうかであ
もあり多少の成功もありして現在次の結論を得た。熱る。船の幅は大きいが’甲板上の諸室大きく，漁具も
練工の少ぃ造船所でも成功されるものとして，戦時中甲板上に高くつむので重心が高くなり勝であり，船側
の尿素系樹脂による合材船の考え方を用いた｡､水密工よりの風墜に對しては，一般の漁船と異って船首にあ
事としては綿密な注意を沸って水洩りをおこさぬ努力るので，暴風に際して船首を風上に立てるのに苦しむ
が必要であることに鍵りないのであるが，この黙が慣であろう。特に船首側に主機をおくことは荒海と考え
れぬ工場で無理であった。尿素系の樹脂は臭氣と刺激られるわが近海で，他の考慮を加えねば無理である
するガスが生じてせまい魚臆内で工事には適當しなう。各方面の協力をえて，この度は定説を得て威功を
い°これが丁寧なる工事に妨げとなり更に，海水がひ‘おさめたい。巾着網漁船の一つの代表として潮水産の

たって樹脂に接すると接着の効力うすらぐ．ために，工俊洋丸については詳細（別掲）あるので，これまでの

場ﾔこて豫め接着した合材がアイオン台風の津波によつ巾着網漁船の要目表を参考にか土げる。（第6表）

て使えなくなった。それで高債となるが系統をかえ鮪漁船の遭難事故り

て，石炭酸系の樹脂を用いた。その後は完全なる接着昨年の年末より本年はじめに鮪漁船の遭難が相次い

が行われることになった。規定寸法の赤味杉をうすくで起った。それも出港して2～3日經過してそのまふ

はK･必要がないので，そのまふはぎ地に樹脂をぬって沈没したものと思われる。生存者のあるものについて

もよく更に落釘の埋木に樹脂をつめても水が入るのをは貴重なる禮験をきくことが出來るが，それらを綜合

防<･ことが可龍である。更にこの上にこの樹脂によるしてみたい。

ペンキをぬると漆塗りと同一効果となり，水密性をま職箏によって優れた漁夫を失ったので補充が行われ

すことが出來る。この樹脂による木材の接着力はつよてない。漁船建造が急速に行われたのでこれが彊めら

いが金屋との接着はむつかしいので，鋼管が通るとこれたことになる。迩難原因の一つとして人飴峡陥があ

るでは木材との水密に特別に工夫がいる。げられる。凡て夜間とか船長の営番でないときに起っ

‘箔炭酸系樹脂によって，防熱装置の毒命を長くするている。かねて覺悟をしてか入れば不覺をとらぬもの

．ことが可能となったのは誠に幸である。用途としてはをと考えられろ。時化けてくるとひろい海の中にも＝
他に和船の矧地に漆を使っていたものを木材を使えノヤーポケツトのように海に穴が生じその中につまづい
ば，入手し易い丈に十分に使える。日本海地方で漁船て，甲板上に波を入れ，何時間か傾きっ壁けて死闘の
lこ使う漆だけで25tにあるからこの方面の漁船の船あと助つたこともある。これもつまづかねばさけ得ら
齢を長くするのに役立つことであろう。れたことであろう。造船の側としては，たとえ多少の
アメリカ式巾着網漁船不注意あっても事故を起さぬ船まで鰯待されぬにして

戦後あらたに生れた漁業であるだけに，漁船としてもそれに近い期待をもちたいものである。，
の定説をえられるところまでに達しておらない。米國迩難の主なる原因は罐備浮力の不足であろう。GM

で同漁業を行った人々 が，戦争にさきだってかえったが適當であっても，重心の位置が高く浮力の不足のた
ので磯會あるごとにその普及につとめたこと，職後鰹めに韓覆することが多い。造船所での設計の時には，

、鮪釣漁船が多く建造されそれらの漁船の餌としての活乾舷を船の深さの20～{5％にとって，甲板下の全沈
．鰻が容易に入手できぬ,やっと手に入れて魚群にあい，入(totalimmersion)と豫備浮力との比は3C~27%
釣ろうとしても餌づきがわるい。それで出來るならばとなる。ところが，漁場がかわり漁況に鍵化を生ずる

餌をいらずに一網打壷となれば能率がよいことになと，例えば東方の鮪漁場がミッドウェー諸島近.くまで

ろ。この試みはすでに，大正から昭和にかけて試みら許されると，腿港の時に積荷がましてくる。漁礎尚の

れて鰹の沈下の速さ，船の小型などによって失敗とし重量のみが採算の基礎となっているので，細濟上から

て，その後つ壁けられなかった。目下のところ，米國の無理をして，乾舷を船の深さの10～0％として出

式の模倣から日本式に移ろうともがいているところで（377頁へつづく）
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戦後漁船機關の歩んブミゞ道 畑稀夫
水壷磨漁船課

はしがき
悪油の使用に耐えるようヘツセルマン式のものが作ら

大形，小形機關を問わず職後の漁船については，まれたが，先入感の狸い漁業者になかなか受入れられな
ず数の補充に非常な努力力鋤われた。從ってその内容いようである。ヘッセルマン式のものが普及しないに
を充資させる虚までは容易に手力廻らなかったが，最拘らず，之とのよい對象として伊勢湾内で2サイクル
近に至って職時中の粗悪製品や韓用機關は次第に躯逐電氣黙火溌關が昔から使われている。この機關は澆玉
され，出力の段階も望富になって漁船の大きさに適合機關同様に重油を使用しクランク室塵縮によって重油
したものの入手が容易になり，一方材質は研究改善さと室氣の混合瓦斯が筌氣辨より漏洩して燃油の損失が
れ，叉粗悪燃油，潤滑油への對策も立てられてその性極めて大きく叉機關室の汚れも甚しいにも拘らず現在
能は益々 向上している。然しながら全國12萬隻の動筒依然として附近の工場に於て製作されている。然し
力漁船の質の向上は極めて遅々 たるものがある。殊に相當の技術をもった大工場が小形ヂーゼル穫關をこの
中小形機關に於ては債格の面で工場相互の競箏が行わ地厘にもどしどし注入しているようである。
れ，一部の製品には各部の均衡を鉄いているもの力窺僥玉機關

れるなどは，漁船の水準を高めるための一つの障害とリ第1表に示すように動力漁船總數の28％を占めて

なっている。以下各種機關の概略を述べることにしたいる。資質就には澆玉機關が漁船の勢力の大部分を占

い。、めているといい得る。それだけに澆玉機關製作工場．

電氣黙火磯關 修理工場の數は全國に亘り，然も5”工場を下らない

輕油を主燃料とし，その取扱いが一般に知れているであろう。之等の工場の技術は非常な差を示し，優良

ため小形漁船には，まずこの機關を据付ける習慣があ工場の製品は漁業者をして焼玉機關への執着からのが

った。始動が容易であることが大きな利黙とされていれられない程のものである。

ろ。第1表に示すように漁船の大多數が小形であり，之等の工場に於ては色々 の研究が行われている。例
而もこの綾關によって占められている。台駁に於て動えば黙料の粗悪による噴霧の擴散の不充分を補うため

力漁船總敬の約58％の比率を示し'1依然として増加に燃焼室内の容積を小とし，叉その形妖を細長くする
の傾向がうかがえるがその増加率は僥玉,ヂーゼル機‘等の虚置が講ぜちれ，或は又凝固黙の非常に高い最近
關に比較して減少している。の重油には腰氣瓦斯利用の加熱装置をつけるとか，又
その大きた原因は燃油の割當事情によるものと言い燃油ポンプの座縮室容積を少くして性能向上を固った
得る。水産用石油類の配洽事情は第2表に示す如く何り，調速磯能の改良を行う等その改善意欲は益々 盛ん
れの種類もその割當量は増加の傾向にあるが輕油の増である。
加奉は少く，叉燈油は反封こ減少している。年々 増加先頃行われた舶用壷動磯會の各種漁船磯關の性能研
したとは云え，その總數に於て未だ昭和13年に始め究會に於ては之に出品した機關は全國でも纒良な工場
て行われた燃油類の規正の當初に比較すれば大きい差であるが，その最高出力は殆ど計塞馬力の4割増を示
が認められる。漁船機關の燃料は重油化すべきであるし燃油消菱率も非常に少くなっている。第3表にその
ということは昔から云われているが，之は我國の燃油概略を示す。・
事情から止むを得ず提唱されたことで，霞氣鮎火機關工作技術も一段と向上して．－殻のヂーゼル機關の工
が粗悪燃油春使い得て然も燃料ならびに潤滑油消費量作程度に既に到達しているものが見受けられる。然し
の少いヂーゼル機關或は澆玉磯關に置換えらｵしる事は乍ら饒玉機關特異の後燃えによる振動の増大，燃油溝
必然のもので漁家經濟のために大いに役立つものであ菱量の墹加等が依然として未解決となっている。之竿
る。叉電気鮎火機關の大きな峡黙は水と相いれない電の問題は笈際に現場では熟練した機闘士によって適営
氣關係の部品の故障／或は頻繁に低速運鱒を繰り返えに制御されているのである。取扱の如何Iこよってはそ
.すためにあらわれる潤滑油の稀澤の問題に對しても色オL程の負播を感ぜずに優れた性能を霊庫して呉れると
の々方輩が立てられ，又吸入辨のリフトの加減装霞をころに漁業者が魅力を感ずるものであり，殊に単鯖溌
つけると力､，吸入筌氣の加熱，氣化器の改良を行って開に於ては現在の漁業者の意にピッタリ噛嵌った叉漁
漁船に特に必要な低速迩陣の研究をするとか或は叉粗業の慣習に適當した全く比類ない磯關と言い得る現状
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第 1表漁船機關
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淡 水動力總 計
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總
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数
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ｊ
ｌ
ｊ
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ｌ
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Ｉ
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Ｉ
‐
口
．
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一
‐
‐
９
０
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Ⅱ
Ⅱ
Ｕ
Ｂ
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１
Ⅱ
１
Ⅱ
８
６
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ー
７
４
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－
５
９
．
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數
一
哩
如
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數
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數

一
弱
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７
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９

〃
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馬
力
數
５
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馬
力
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|昭和25年｜
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３
５

１
８
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９
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７
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４
０
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２
３

６
．
７

－

一
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i差．引
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一
－6，266

I
昭和25年
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１
１
１
１

1,598

1,428
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484,913
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48,202
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475

47’ 1,181,977
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０
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‐
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Ｌ
Ⅱ
Ｆ
１
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‐
ｌ
Ｌ
■
ロ
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■
■
ｐ
Ｉ
ｕ
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■
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360,830
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６
２
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誕
知
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第 2表水産用石油類割営供給一琵表

|鴛卿,燗懲謹”
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一
碑
二
一
一
幻
記
死
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一
嘩
狸
岬
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０
１
１
Ⅱ
Ｉ
１
０
Ｉ
ｊ
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Ｉ
Ｉ
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Ｉ
１
Ｉ
ｊ
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ｆ
ｉ
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０
Ｉ
６
ｌ
Ⅱ
Ｉ
ｌ
１
ｆ
１
Ｉ
１
ｌ
１
ｌ
１
ｌ
０
１
１
Ⅱ
Ｉ
ｌ
１
９
ｌ
Ｉ
ｌ
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１
１
且
’
６
１
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７

熱
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一
蔀
一
一
一
一
駆
拓
犯
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９
３
５
Ｆ
》

ず
〃
，
，

１
１
１
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Ｈ
１
Ⅱ
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０
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且
９
■
■
Ⅱ
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１
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０
Ｂ
ｌ
０
１
ｐ
Ⅱ
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Ⅱ
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Ⅱ
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Ⅱ
Ｉ
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ｌ
ｌ
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ｌ
ｌ
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０
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；
ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ

０
０
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８
７
７
９
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諏
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》
”
和
蝿
》
一

重

蕊
確
燃
巽
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|全量|,‘|願
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1,501,7●737162,94

2,578,838191
1,975,555119171,49

一
一
一
迦
師
詑
虹

一
謎
蛭
》
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一
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I
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37162,947
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19i71,490

47131,610

40140,893

-作53,856

31154,208

20錘39

207,280

158,032
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159,291
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４
０
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８
５
５
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４
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２
Ｂ
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一
妬
哩
沁
・
一
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一
妬
妬
弱

２
９
５
８

Ｆ

，
Ｊ
ｐ

７
‐
１
４
６

２
２

四
一
皿
、
必

1,975,555

381,485 31,6101
1

鱸’
54,208

50,753685,861ト

;調
一 一

1266,6001,182,500

＝一一=言一一‐＝=＝＝－－－一一一---一＝＝=＝＝==：
（註）全量は全産業の合計量，水産用合計にはグリースを含まず

である。近頃規格型機關はその製造に當って決して使け口を漁船に傾注し,過去の經験から産出した倉憶を
用上の部品の互換性とか或は債格の低簾に寄與せず，生かすために非常な努力をなし,各種の職關力現れて
叉進歩を阻害するという見地から,､之の全面騒止論まいる。小形ヂーゼル機關の分野に於ては3,4,6,8,10
で出ているようであるが使用者の立場から云って，そ’5馬力位のものが現れ，電氣黙火機關或は澆玉機關
の取扱の標準化に寄與することが非常に大きい職からの領域に進出している。然し小形機關特有の大きな峡
も規絡制定を希望するものである'。． 階である虚のシリンダ，ライナー及びピストンの摩耗

ヂーゼル機關については夫々シリンダの油焼入或は高周波焼入叉は

過去，0數年來殆ど鍵らぬ設計のもとに製造されてリングのCr鍍金等色々の研究が行われている。20馬
来たものが戦後に至って繩の鍵革を商したといって力以上60馬力までのものについては市場に現れてい
よし､。退嬰的なところもないではないが少くともヂーるものがない。之は何れも主機關を對象としたもので
ゼルI≦繊關を製作する工場の技術者は何れも技術のは補磯關には25,35,40,50,60馬力のものも見受けられ
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焼玉機關陸上蓮轌性能抜華第3表
－ 一

－

一
度

一
温
一
氣
℃

マ
ト聯

《

－
１
１

－
力

一
睡
”
睡

一
高
呼

雇一
勤
一
Ｉ

力'濤難
gﾉHFh

|m｡×'00%|

１
１

篤
裡
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粍
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１
１
橘
数

燃油消費率
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回
轌
數

無
荷
重

回
鱒
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行
程
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粍
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計
壷
馬
力 シ

如
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最
高
出
力
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工
場
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1

1讓菫
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11724
250
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2361
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2451
24.51
24.51

1

251
28

12524
1

243．

242．

254．

237

281
●

240

231

６
１
９
８
１
３
１
創

２
３
２
２
２
２

０
６
ｓ
ｐ
心
ｌ
９
ｌ
ａ

８
７
６
２
９
９
７

１

241.5 詔3.1 ●８
０
７
２
０
９
８
－

２
３
２
３
３
２
２
三

310旧
虞
〕
０
５
０
０
０

９
６
８
６
８
【
ひ
８

241 234.7370

350 237.4

252

258.5

254.4

241

242370

264

235

227.3

350

鑿｜
I

236.91 27
－ －－－一一

一一一 一 －－守一■ 一一一一

、

ろ。75馬力以上に於ては各種のものが製作されてい

る。80，120，160馬力の小形2サイクル機關，75,100

馬力の高速機關，その他の標準型機關，300以上430,

510,600馬力に至る間には，この外に溌重の4サイク
ル溌關を其えることが出來ろ。大形機關については新
しい傾向として2ザイクル機關の1,800,2,000馬力

のもの力現れ，殊に蒸氣織開よI)2サイクルヂーゼル
機關への稗向を行うものがあり，最近大洋潔饒株式會
赴の計霊している認噸數425噸で2サイクル2,000馬
力溌關を装端する繊船はボイラーを設備せず'80馬
力2台110kW2聖の補機關を備え，總てを電化する

計這が立てられている。

以上の各種ヂーゼル機關は何れも各製作工場に於て

獅自の見地でシリン蕊摩耗對策，挨振動，2サイクル

機關の過給方法域は4サイクル溌關の排氣タービン過

給逆韓装置の再嶮討，クランク軸折損對策或は近顕現

れた米式巾潜網漁船の遠隔操縦装巖等の基本的な問魑

或は寅際的な問題に枕て夫合研究がなされている。然

しながら各工場共に時節柄その研究に要する費用が容

易に得られぬことから，萬全を期すことが出來ない状

況にあることは遺憾である。漁船用ヂーゼル機闘の一

部のものの要目，迩鱒成績に就ては遥船協會雑纂5月

0
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自昭和22年8且
至眼和24年12月

漁船磯關依緩像査實施工場別表第4表

、

本
極
竺
垂
淘

日
日
振
富
余…

３
８
０
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１
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］
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盃

Ｊ
２
３
２
０
１
５
９
９
岨

馴
引
制
到
６
Ｊ
９
９
２
９
０
３
２

－
ａ
４
３
２
１
１
１
１
１

、
茜
戸
『
】
戸
ｈ
山

ｍ
夷
』
ｍ
』
〕
ハ
ロ
囮１１

５Ｑ
〔
『
写

１
１
１
１

夢
屑
治
幡
〃

大
藤
多
臼
柳

瑚
弧
祁
斑
鋤
釧

而
【
〕
９
０
－
内
〔
Ｊ
Ｆ
ｎ
】
巨
凹

開
布
卯
髄
８
茨
Ⅸ

I

｜’

I

』

凶bIdY4

註上記の検盃結果にばディーゼル機關

焼玉機鮒

飛蒲種閥

の駿遜不合格台懇を含んでゐる。

一
回
《
即
《
脚

Ⅳ
麺
、

(2.9％）

(6.8％）

〔12.8％）

１
１
１
１
１

よびジョイント類等については舶用發動磯會の専門委

員によって具禮案が完成さｵした。

一方震際面から進歩の過程を見れば水産廃で行って

いる漁船磯關依頼検査の資績から見ても自信をもって

愛橡出來る工場が漸次増加しているため捻査台數が増

加すると共に，その不合格率は年毎に減少している。

この検査で騎由消賀率を比較して見ると昭和2’年と

（361頁へつづく）

に掲載されているから御篭願いたい。
むすぴ

前述の如く漁船磯關は各個に大きな進歩をなしつつ

あるが，更に又各種磯關共に工業標準化法の施行に基

づき各部品の標準化，或は材料の使用標準についても

線討・さｵL,共通問題の標準の具禮化に關係者が努力し
ている。既にビスl-ンリング，室氣槽，管接手，燃料

辨噴口，銅管使用標準，注油器使用標準，プランヂお
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デイ－ゼル
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１
２
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１
２
３
凶
旧
肥
Ⅳ
腱
漉
Ⅸ
剖
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腰
酔
厩
別
副
烈
烈
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
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『潟鐵エ
ラー久保田
侭阪鐵工
更紳祁戸
2貝館山

亀生鵬田
］卒産業
u貝鐵工
三井玉野

隠洋内燃機

涜藤鍛工
反稗茨木
日川島重エ
ヨ立因島

三菱長崎

日立櫻烏
君業祗
帥戸發動機
三菱稗戸
斬潟加茂

三菱横溌
体茄
淡路産梨
小松製仇
サクシヨン湿斯

、子鐡工
縦瞬造剛
扶桑余騒
灘正変動損
日本發動秘

住吉鐵ユ

戸野谷鐵ユ
民生市ノI

民生川9に

川崎艦劉

本間鐡。
三菱縦演占f
日本油ホ
佐世保船f

合計
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鋼 製鯉巾着網漁船俊洋丸 岡本忠毅
新渇滋工所逵胎設計課憂

1．はLがき

最近の數年間は海流異鍵に災いされて鰹一本釣漁業
の成績は芳しくない。これが打開の一方法として業界
の注目を浴びたのは米式巾着網漁法による鰹漁業であ
って，ここに紹介せんとする俊洋丸は潮水産株式會而上
が株式會杜新潟鐵工所に註文し昭和25年5月13日
竣工引渡を受けた鋼製170噸米式鯉巾着網漁船であ
る｡鋼製米式巾着網漁船の建造は我國に於ても從來そ
の經験に乏しく，参考賓料も皆無であるから本船の計
霊には種々 の苦心が梯われた。計壷の當初は主として

米國のPacincFisherman,FishingGazette等を参

考としたが使用海域，装備磯械類，乘組員の生活様

式，漁業經験等に相違があるので，我國の事情に最も

適合した船とすべく努めた，この俊洋丸の資料が今後

の米式巾着網漁船の計壷に幾分でも参考になれば筆者

として望外の幸である。

尚本船の計霊に當つては水産廃漁船課長高木淳氏の

御指導と漁船協會木村嘉次氏，村上榮氏の適切なる御

助言を戴いた事を附記して感謝の意を表したい。

2．主要寸法，その他

主要寸法を選定するに米國の蚕料によれば木船及び

木鋼交造船が多いのであるが,L/Bは3.～4.0B/Dは

2．0以下のも征が匪倒能に多數を占めている。次に推

進用の機械出力は總噸数の2.5～3.5倍の馬力を有し我

國と著しく異るところは減速装置によってprspeller

のe伍ciencyを高めていることである。總噸数200噸

以上の型のものはDiesel-ElectricPl･opulsionを採用

し，冷凍用の補機の出力を推進用にも随時韓用出來る

ように計塞されていることである。

使用海域の状況は我國とは大分趣を異にしているか

ら上記の資料をそのまま蝿呑みにすることは危険であ

る。勿論LB,B,Dは本来staticな値であるから使用

海域の状況とか推進馬力の大さ等とも比較考慮して選

定されるのが至営であろう。遠洋繩目の航海性能を良

好にすることは仲脅難かしぐ，これには釣合のとれた

設計でなければならない事は既によく知られている。

大型船では左程問題にならないterrnが敏感に性能に

影響を及ぼしてくるので，釣合いがとれていると言う

事は設計の見地からは大型船にも小型船にも同様に必

要であるが，その内容に於て敏感度C及ぼす効果が大

355

きい爲一寸したことが致命的の鉄階になると言う意で

ある。特に漁船では操業の方式，習慣等から使用者側

の要求が複雑で種々 の相反する要求があるので，これ

を小さな船に釣合い良く收めると言う事はめんどうで

ある。之等の要求事項を取捨選澤することに設計者は

常に悩まされるのであるが，この黙が亦漁船設計の妙
味と言うか；樂しゑであると言えるであろう。

我國の米式巾着網漁船に要求せられる黙を要約すれ
ば，

1）荒天時に於ても航海性能の良好なること

2）適當なる初期復原力を有すること

3）適當なる旋回性能を有すること

4）操縦性の良好なること

荒天時における航海性能に影響を及ぼす一例を塞げ

ると，初期復原力を示す横のGMとTrimに影響を

及ぼす縦のGMとの割合即ちLGM/TGMの値が或、

る一定値以下であると荒天時の航海性能は低下してく

る。米式巾着網漁船の如く操業時にDerrickを用いて

網を吊る型式のものは初期復原力は適當に必要であり
亦機械室と魚鯰の配置が従来の漁船と逆になってお

り，その爲に出港時のTrimが逆の傾向どなる場合に

は大いに留意しなければならない。次に適當な旋回能

力を得る爲にL/Bを比較的小さくすると荒天時の波浪
によって保針性を低下することは営然考えられるとこ

ろである。線圃を決定する場合に普邇は速力の黙のみ
に就て注意が梯われるのであるが，小型船ではこの黙j
大いに考え方を鍵えなければならない。即ち波浪に乘

つた時に浮力中心移動の度合，航海中の重心の前後位

置との關係，殊に米式巾着網漁船は船尾TurnTable

上に網を有しこの網の重量が30ton程度であって操業
の

時に投網した時はTrimに著しい愛化を與えるのであ

るから或吃水以上におけるTrim鍵化力率に最初から

傾牛を定めて線圃を決定すべきである。LGM/TGM，
の値も筆者の從來經験せる小型船では室荷状態に於て

35以下となるものは船型に特別の考慮を梯わなけれ
ばならない。

旋回性能に關しては巾着網の大さと闘係があり，潮

流風向等によって起り得る最大旋回圓の周が巾着網
の長さより小さい事を要すろは勿論である。が旋回能

力の増大の爲に航海1鋪旨を害してL/Bを小さくして

しまうことは感心出來ない。操業中起り得べき最大旋

回圓と巾着網の長さを比較すると左程刺I經を尖らす要｡
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ない。この爲に主機械には逹隔操作装置を設ける必要

がある。．

はな<，寧ろ操舵磯構を良くして操殻時間を短縮した

方が良策であろう，舵効きの良い事は旋回横距と旋回
p・

縦距の比が大きい事であって,舵面積を大きくし船の

水線下の首尾にCuttupを附すと旋回圓としては小

さくなるけれども旋回惟館層が良好とは言い得ず，寧ろ

坐りの悪L鐸縦し難い船になってしまう例が多い。

操業中は潮流，風向等に依って敏速に船を操縦し網

と船との關係を上手に保たないと魚を逸したり網を損

じたりするので操縦性能は特に優れていなければなら

。

1

％

3－1般配置

米式巾着網漁船の配置は濁特であって，これが日本

近海に適しているか否かは疑問のあるところである。

經験ある船員の言によれば遠洋鮪漁船で船尾にスパン

カーを張って荒天時に船首が風下に落ちる船は到底遠

洋漁船に適しないとの読を屡逼耳にするけれども，そ
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の考え方で釆式巾着網締皆を見ると問題にならない。

筒叉米式巾着網漁船の上甲板上の配置から豫備浮力の

分布が船首部に偏しているので更に不安がある。船尾

はTurnTable配置の爲に幅が廣く追波を受けた状態

を考慮すれば將來日本に於ては以上の鉄黙は必ず修正

されるであろう。

新潟鐵工所に於ては米式巾着網漁法を行う，石巷市

の邊見安之助氏註文の船を現在建造中であるが，この

型は從來の我國の遠洋郷皆の型式を採用し上述の不安

を除いた船型であるが,，この成果は今後業界の注目を

受けるであろうと考えられる｡俊洋丸の一般配置はい
わゆる米式巾活網郷間の型に準擦している。

米式巾満網漁船の生命は船尾のTurnTableと

Winch及びDerrickであってWinchの据付位置

は霞々の説があって何れが良いか乘員により厘々であ

る。即ち船の中央部にあって褒網を捲きとる時に船が

回轌しない方が良いと言う説と，船の中央部より船の

長さの1割位船尾にある方が環網を捲くのに有利と言

う説とあって，どちらも理由があるので，この決定に

は迷ったが結局圖に示す位置に決定した｡次にWinCh

も操業時間等を考え二段鍵速の特殊のものを採用した
が將來の研究に俟つ要がある。

蒙網を最初に捲くときは出來るだけ速度の速い事が

必要であるが，これが或るところまで來ると抵抗が大

きくなるので捲取速度よりも張力の方が大切になって

來ろと言う見解からで，網の状況に應じて自由に塗速

可能の機構を採用した。Derrickの吊揚荷重も要求

が匿々であるが使用力6tonあれば充分である。

冷藏装置としてはアンモニア式6吋1基を設備し，

プレートクーラー式にして冷却海水を作り之を用いて

行う水氷式氷藏法を採用した。筒各魚鮠にもグリッド

を配置した。防熱工作は船首四魚鯰にはソリダイトを

用いたがこの結果は良好である。以下俊洋丸の概要

を項目別に記述する。、

4.．菫要項目

起工昭和24年］2月26日進水昭和25年

3月28日竣工昭和25年5月13日
M

全長31.500

垂線間長(L)28.000

型幅(B)7.000

型深(D)3.300

満．載吃水(d)2.850

排水量（噸）364
M

「トリム」．0.800

方形肥婿係数(Q)0.629

柱形肥痛係籔(C")0.736

中央横減面肥婿係數(Cx)0.855

總噸敷179.08

總稜，塗（米扇）507.321

純噸數91.79

姪‘壷數23

魚 鮠（米3）112.78
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重 油タンク

潤滑油タンク

眞水タンク

(米3）50.82

(米3)1-40

(米3）24.90

總重量

製造所

(2)推進器

型式及數

直径

殻比

螺距

螺距・比

展開面積比

投影面積比

平均翼幅比

中心翼厚比

翼断面形状

15.5（唾）

新潟鐵工所

4冥軍燈……1

1.600（米）

0.167

1.000（米）

0.625

0.453

0.399

0.215

0.045

翼根「エーロフォイル」型翼端

圓弧型
、

16.42ノ

手仕上

船尾より船首に向って右廻り

MnRC52

新潟鐵工所
〃

主捜械380IPヂーゼル磯關

5．機闇

(1)主機械
一

型式直立車動4衝程無室氣噴油「ヂ

ーゼル」機關

穂呼「ニイガタ」T6Z.B

氣笛數6

氣笛控300（粍）

行程420（粍）

逆轌方法直接逆陣、

定格毎分回縛數375

定格軸馬力380

公穗馬力230

農林省算定馬力367
MMM

長×幅×高5.465×1.635×2.320

’

翼傾斜角度

仕上状態

回鱒方向

材、質

設計，製造

(3)補助機械及鑪ソプ類
0

B75H1p90C

O10HP600

甫助磯砿新潟鐵工所

〃 山岡内燃磯
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法｜鼓|躯名稲｜製造所｜型式｜吐鯛匪力|吐出容積IHPIRP.M 動

|識潟塞工廠’ |‘I
’26

13･竪型複列園鍬葡式 (kgcmg)|(m3,h)
ト

|10HPD.E直結｜
｜チェンペルト掛

１
１室氣座縮機
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竪型軍国
冷凍機日新興業

複列密目｡|園新興蕊
竪型軍動
複列密閉

12冷凍噸300モーターより
ベルト掛’
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學|鴦γ割揚､ネ名穗｜製造所'型ヨ 場､程|RPMI"|鴎動法｜数式|乳/鰐
5HP

車動機

5HP"

311P',

2HP"

チェンペ

ルト掛

網洗「ポンプ」

冷却水移邊「ポンプ」

雑用水「ポンプ」

｢アンモニア」冷凝器
冷却水「ポンプ」
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(4)電氣設備
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7．試運韓成績

本船状態

排水並260睡
卜リム0．73

予均吃水2.445M
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’

性能を計算するように愛更されたのである。從って上

記の性能表もこれによっている。
網の重量は漁網供給者より提出された養掛であるか

ら，これは勿論正しいとは断言出来ないが,,何ｵL船主一

の實測のものを採用する豫走である。

筒参考までにこの重量を摘記すると

網本盤3,790g:(14.2tOn)

同上タール染増力匝宣堂115%4,460a(16.35ton)'

浮子，塞量2,758kg(浮子にはpait重量を含む）

ロープ等8,8891bs同左タール染増加量65%

ワイヤーユ,263kg

網結目ロープ等（タール染)1,000kg

以上合計重量約37ton含水率15%總重量42toxx

上記の巾着網は長さ550間深さ70間のものの計算

である。

本船は前述の如く，我國の責情より米式巾着網漁法

に關して資際の經験養料に乏しく且叉米國に於て乗船

の經數者の意見が腫々である爲に蟻装中には幾多の迂

餘曲折があったが，艤蘂監督として維始一貫して努力

せられた，船主側の嘱託五洋水産株式宮7辻高田船舶部

8．旋回試鹸成績
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積／水中倶晒積
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9．結 ぴ

罠の卓見と手腕には深甚の謝意を表する。

本船の蟻装の詳細な黙に就ては到底紙面の餘裕もな

く，以上の記述では隔靴掻痒の感があるが何れ磯會が

以上俊洋丸の計喪と完成の概要を記述したか，蚊初
穂の當初は本船は熔接構造を採用する方針で進めた
のであるが，中途より船主の要望によって鋲接船に愛

、

ｰ

ぱ發表したいと思う。①nの計-書か4乙正cされ，網の童

かくの如く船に据付けられてからの峡階をもとにし

て各種の改善が行われ，製作工場を腿るまでにi鋤皆獲
關は不充分な難もあろうが，とにかく次第に優良なも
のとなって漁業者に提供されるのであるが，依然とし

てその取扱者の技術，知識については不充分な黙が多
全見受けられ，事故を起す率が非常に多い。勿論もと
もと出來の悪いものもあろうが，これを老癒せずには
如何に優秀な設計で然も工作の秀れたものでも失敗す
ることが識想される。

鎧後に漁船保険統計から拾った賓料によれば，昭和
22年度に於て機關故障による事故力郵故總數の35．5
％を占め，その中大きいものをとり上げれば，クラン

ク軸關係21.7％，ピストン關係1.7％,船尾廻り10．9
％，シリンダ闘係6.5％，クランクケース闘係2.4％，

電氣關係3.3％，燃料ポンプ關康0.4％となっている。
機關故障による事故は昭和16年度には60.2％芦め
ていた。幸にして逐年減少の傾向にあるが，その数は
決して少いものではない。殊に高率を示すクランク刺
關係の故障は機關自燈，又は揚網装置を主機で"bす
るため，或は取扱技術の鉄隆のみならず機關据付台砥
脆弱，据付の不良等,.およそ漁船を構成する總ての分
野に豆るもので'あるだけに，これからの漁船の事故を
なるべく少くするために闘係諸蜜の瓶重な判餓によ薙
適宜な虚置と一層の御協力をお願いする次第である。

（354頁よりつづく）

現在とその平均値について，昨今の燃油の質の向上を
考慮してもヂーゼル機關に於て約5gHP/h,焼玉磯關
に於て2～3g/HP/hの低減を示している。第4表は依
頼嶮査の寅績を示す｡受橡台數が多いもので不充分な
黙の多少見うけられる虚もあるが概して台數の多い鹿
程その工場の製品を知悉出來，叉改善の溌會が多いだ
けに水産鴎としては信用度を高く見ることができる。
以上の検査から材質，工作の程度をみると鋼材1こつい
ては銘柄不明のものが少<なったこと，簡易な材料橡
査ができる檬になっf二こと，鋳鐵材から銅合金材に移
行して材質による故障の減少したこと，或は外註部品
の改善等により材料の著しい改善が見らｵLるようにな
った。又工作については各摩擦部の眞画度,zIs行度，
或は間隙等が次第に精度を高めつつあるため，溌械効
率も高まり綜合結果として燃油淌費奉或は潤滑油淌喪
率の面に現れたと見るべきであろう。然も爆發肢高墜
力は寧ろ低下している状況である。之は燃油の質の向
上に關連するものでシリンダの摩耗を低減することに
なる。叉漁船に於て特に主要覗され過去に於て故障の
多かった迩轄装遥については各工場共その改善に努力
し，製作治具の改良，ラィニング材料の改善，胴内潤
搾紬攪拝による過熱の防止、摩擁コーンの滑り防止等

I

’の對賢ゼカ跡目當の成案
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土 屋孟
水産磨漁船課南氷洋の捕鯨船に就て

If
一

｜
’

張襲法は，上記と反對にわざと鯨を驚かして逃げ出

させあとから全速力で追掛ける。最初7～8分潜って

いた鯨も疲れて來ると次第にその間隔が短くなりコー

スも次第に一直線になり，1分～30秒おきに潮を連

捜して吹くようになる。その時を待って最後のぎりぎ

り一杯の全速を出して迫り發砲する課である。しかし

この二方法も時と場合に依り確然と厘別出來ぬことが
〃

あり，最初は一應奇襲法で迫りその後の判断で次第に

つけ方を荒くしてゆく方法もとられていたようであ

る。叉深く潜った時に水中でコースを大きく鍵えるよ

うな鯨はこの何れの方法でも追尾不可能であり，追尾

をあきらめる鯨も謎の接した範園では約3割位はあっ

たようである。

追尾中はマス卜に水夫長以下3人が上り砲手が砲臺

に，機關長が多くの場合船僑に出る他は探鯨中とほぼ

同じである。

さて發砲して声､－プが最初曳き出されるのは毎秒

3～4から7～8米位で，普通800米～1,000米位繰出

されるようである。次第にロー･プにプレー.キをかけ，，

]0分位で數百米先に鯨が血しぶきを上げて浮上する

頃にはパッファースプリングも少し緩むので頃を見計

ってクラッチを入れ秒速0．5米位で捲取りを始める。

ロープホールド内では4人が捲取られる戸一プをきれ

じ､に捲いてゆき，一方甲板上では二番鋸の準備にかか
る。このようにして30分～’時間の中には鯨を船首
のすぐ・近くに引寄せ，二番銘を射って大抵殺す。

以上はごく標準的な時で，時には一番錆で數百米潜

ったまま死ぬ事もあり，浮上したまま即死するものあ

り，時には三番銘を射っても未だ死なぬものあり，千

差萬別で二番銘の射ち方もいわゆる網を曳くと云って

一番鈷發砲後餘り戸一プを長く出さずに機關をかけて

鯨と平行に進め一番錆と同じような状況で二番をうつ

とともある。鯨が死ぬと船首に枕型に引きつけ腹に棒

の先についたエアーパイプを突込みエアーを入れて浮

かせる。次にこの孔にウエスをつめて漏れを防ぎ，ロ

ープ1本を切りその後尾弱に鋼索をまわし尾羽チェン

をその先につけて一方をウンチで捲取り，之と前後し

て残りの’本の戸へプの先を切る。ほぼ完全に剛チ

エンでムアリングホールにl認を抱えるとそのまま船

は鯨を乘切り船側に之をかわし，完全函チエンを締

める。この間の作業は風あり波あり叉大禮舷弧の高い

船首附近でやるためなかなか思うようにはかどらず，」

南氷洋掠犠曜雲業の實際については從來より多く紹介

されている虚であるが，今回私も橋立丸船團に便乘さ‘
せて頂いてその質際を知り，未だ廣く紹介されていな

いように思われる事項もあったので，甚だ階越ながら

要黙をかいつまんで本誌に載せて頂く事にした。紙面

の關係上餘り突込んだ庭までふれ得ない事をお詫びす

るが，少しでも何かの参考になれば幸いと思う。

’

’１
Ｖ

’
1．捕鯨船の活躍.蟹況

母船への渡鯨を柊えた捕鯨船は速力11節前後で探

‘鯨に向う。早い時は30分から1時間位で鯨を發見す

る力遡易合に依っては竿日でも1日でも走り廻る事もあ

り，指令により一時探鯨に專從する事もある｡探鯨時
'Iこは人員は船橋に船長又は航海士と舵手の計2名，マ

ストに1名，機關室に3～4名でワツチは船長と航海

士が交替制，舵手は2時間ずつ3交替制，マストも之

と同様，機關室は4時間3交替制が普通のようであ
る。この他砲手，機關長,司厨長，ボーイの4名はオ

ールワツチで，砲手，機關長は時々船橋に出て探鯨に
協力する事力;ある。

鯨を發見すると大抵20～30分位で追尾出來る距離
にまで近づけるので，その間に鯨の種類，数，呼吸回
數,コース等を見究め,追尾の参考にする｡私の接し
た範園では鯨は7～8分位深く潜り，やがて上って來
て呼吸をする（いわゆる潮を吹く）のであるが，呼吸

は一遍してすぐ・叉深く潜るのではなく普通20秒置き
位に，浅く100米位潜っては潮を吹き之を3～4回か
ら7～8回繰返した後，最後に腰を高く上げて深く潜

ってゆく。追尾の方法を大別すると，奇襲法（穏密
法）と狸襲法とあり，奇襲法と云うのは上記の鯨の性

質を利用して，まず深く潜る時の渦の状態等で次の第
一回目の瀬を吹く大豊の位置を強測し，速力は定絡か

ら次第に半速以下に落して（場合に依り異る）浮上を
待ち受ける。第一回目の浮上位置が船から大分離れ又
はコースが外れているような場合は大抵その何回かの
呼吸時間内に發砲する換會は與えられない。次の機會

を待って定格位の速力で後を追う。もし，第一回目の

浮上が船に近くそのコースも船のコースと交るような

場合には大膣何値I目かの呼吸時に發砲の機會を與えら
れる。この場合もなるべく鯨を驚かさぬようにし，最

後の浮上を待つ十抵秒間は大抵磯關は微速か出來れぼ
停止して行足だけで操船する。
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捕 鯨ウインチの使用状態（その1）

戸一プの曳出される時の速さM/sec

一

’
百

、
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－ －

捕鯨船餐番｜①｜①’⑤｜⑦｜⑦｜③

|””'|曼不篦｜”’。｜沈旱死’
B・

沈下死鯨の種類・大さ等

備考⑨：ブレーキを外し，クラッチを入れて捲取開始。F:長須鱗。B:白長須鯨。
d

捕鯨ウインチの使用状態（その2）

’ ロ－、プが捲取られる時の速さM/sec
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一旦L_|__｡－|‐①l@|_@Ln_|_p_il_③捕鯨船餐番

鯨の種類太さ等|_"'ﾐ1副溌鉈I鍔墨E｣BBo'|BIB ｜ﾇ,§中死「鯨の種類大さ等

備考⑧：二番銘直前，スプリングに衝撃がかかる。捲取は中止しクラッチを外す準備をする。

◎：危険最大伸び。ロープ切断の怖れのため。

機關を諦僅，後進させる等'時間近くかかることもあ6を伴って雨又は吹雪力錘い，之力掘遇した後は曇天

る。人員はワツチに立っている者以外のすべてが参加叉はガスがかかると云った状況である。パックライン

する事が多いようである。曳鯨が始まるとまた探鯨のに沿って操業する關係か風力5～9の時化でも大きな

状態に戻り非番は休憩になる。うねりは比較酌少く波長60～80米適期7～8秒波高

2．南氷洋遊びに途中のSeaCondition撫略2～3米位の風浪が目立つ。捕鯨船は風力6以上にな

南氷洋の操業匿域では12月下旬から2月中旬までると覗野も狭く，鯨吊り，》曳鯨，渡鯨等の作業も困難

は氣温水温共にCoCを2．C位上下する程度である。になり追尾にも砲手墓に波をかむるようになるので大

氣象は聞く虚に依ると大鴎操業腫域を常に東西に不連抵は操業を止め，大きな氷山(水面上の鳶さ30～40米

綾線が走りそれに沿って西から東へと低氣匪が次々と直裡数百米以上）の陰か或はパックァイスが形成する

連って來るらしく，’週間内外を週期として風力5～入江のような虚で時化をしのぐ。そこはどんな時化で
／
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八 一

も港の中のような海況で，捕鯨船にとって絶好の逃避一も映像式のものを持っているとの話をきいており，
場iこなる。 富眞で見た虚では或は英國のDecca製の小型レーダ

いわゆる暴風圏とは南緯45～55.の間の秒速20米一ではないかと思われる。又聞く虚に依ると之等掠諏
位の偏西張風帯の事で船團の通過に際してほぼ横から船の甲板上作業には數人しか姿が見えぬとの事であり
の大きなうねりをうけ易く，それに加えて低氣墜に道發砲以後曳鯨開始までの諸作業の能率化を検討してみ
逼する時には非常に大きなうねりに發達するようであるのも面白いと思う。
ろ。私が今年の歸り航海に南緯57.附近で最大風速4捕競船の諸性能に鼓て
38米の時化に遭遇した時のうねりは波長は200米或(a)旋回性能に對する要求
はそｵL以上波高十數米のものであった。 奇襲法で重要な事は第一回の潮を吹上げた時（普通

3．外國舩團に關聯して は半速以下位で浮上を待っているのであるが）鯨が少

直接にその外貌に接したのは英國のパリーナ読船函′し遠い場合には直ちに機關を一杯に廻し舵を一杯にと

のみであったが，参考の一竿として記載してみる。編って出來るだけ速く鯉に近接させる事である。この性

成は約20,000Tの母船パリーナ號を中心Iこ約5,000T能が良いか悪いかに依り1時間に例えば3回發砲可能
の冷凍運殻船,約5,00CTのﾀﾝｶー ,約700T位の専の穫會が與えられるべき虚を僅か1回しか與えられぬ

用探鯨船それに附屍捲蔵船としては新型の“セッタ結果ともなり，大きな差を生ずるのである。この場合

一”號級,及びやや蕾式の”テルゼ”號級双方併せて’80度も旋回を要する時は大抵發砲出來ぬ時が多く，
十數隻，その他に前橋にデリツクを持った蕾式捕鯨船90度位までの旋回が速い事が特に必要のようである。
1隻が母船附近にいた。 最後の潮を吹いて腰を高く上げ深く潜るまでに射撃圏
探鯨船は船首換甲板が船橋迄のび，かつての駆逐艦内に近づけなければ叉最初からのやり直しになり，之

のような感じで船橋のすぐ一Fには推鯨ウインチのようを何度でも時には5～6時間も繰返す。‘

なものがあった。新型の捕鯨船“セッター號，'は多数叉旋回性能を要求する第二の場合としては，いよい

の意見を綜合すると500噸2,000馬力，'2罐塔載のしよ今度の浮上で發砲するという時で大抵の時はマス1－
シプ戸船で,速力は私の測った虚では水線長47米との上から鯨が透いて見えるので最も良い角度に船を持

して鯨1頭を曳いて10.9節,3叉は4頭曳いて8．9節ってゆくため，盛んに船橋に速力並びに操舵の註文が

（先方に浮ぶ氷山を停止している母船上から見透し，とぶ。この時船は大抵半速以下時には行足だけで吾を

船の通過時間を計ったもの）であった。ひそめて近づくので，この時の舵利が悪いと時には鯨

参考として，同じ方法で計った22號10型デイーゼの出るべき魔を船で乘切り鯨を吃驚させて深く潜らせ

ル磯關搭載の360噸型日本捕鯨船の速力は1頭曳いてあたら絶好の機會を逸する事がある。この時の勝負は

約9節,3頭曳いて8節以下になる｡“セッター説”とせいぜい10～20秒の間で旋回角は10～15.も旗れれ

競走した捕鯨船の蚕料を基にして判箇すると操業時最ぱ事足りるのではないかと思うがとにかく微妙な所な

高速力が15節を越えるのではないかと思われる。速のではっきりした魔は申し兼ねる。現在では特に之に

力の速い船に迫掛けられた事のある鯨はそれより遅い對する乘組連､らの要求はないようである。ただしここ
船では追付かないとの話も聞いていたが，何れにをよで問題になるのは船の旋回中心の問題ではないかと思

之等新型捕鯨船の出現は注目に値すると思う：レーダうが,ちょっと結論を出すのは難しいように思う。
英國捕鯨船の曳鯨力比較
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第三の場合としてパックアイス中の操業がある。小

さな氷片から大は十數噸，時には數十噸のパックァイ

スが鮎在する虚では數噸以上の氷を舵手が殆ど應接の

いとまがない位に忙しく除けて通る。大禮30度く．らい

のコース愛更の速い事が必要に思われる。（回頭時間

の意味でない）2時間のワッチ中之を繰返すとくたく

たになると舵手がこぼしていたので，この鮎等は改良

する餘地があるように思う。ただ細かい手入れを餘り

要せずしかも荒い操作，温度，深度に對しても絶對に
信頼性のある事が必要である。Packice中の速力は

探鯨時には半速に下す事が多いのであるが，追尾時は

全速を出す時もしばしばある。

(b)特に速力が要求される場合

速力を特に必要とするのは弧襲法で，全速力で鯨を

遁掛ける時と奇渡法で前述した如く第一回の潮が上っ
た時念に速力を上げて鯨に接近を計る時と，別な意味

になるが，曳鯨の時とである。

彊襲法では最後の追込みの數間分以外は過負荷と云

っても少し下して使うらし<，鯨はコースを餘り鍵え

ずに15度位のふれで逃げるので旋回性の方は狸い要

求をしないように思われる。今年は餘りこの方法を使

わなかったので詳しい事は分らぬが，私の接した範園

では奇襲法と弧襲法との間に判然とした唾別はなく最

初はまず靜かにつけて行ってその後の状況に依り漸次
後者に移ってゆくようである。從って捕鯨船のあらゆ
る性能は現在の操業方法では之等緩急何ｵしの方法にも
自在に適應出來るものである事易:必要である。

現在のディーゼルポートでも最も速いと云われる白
長須鯨を十分追尾出來るのであるが，更に速ければそ
ｵしだけ鯨の疲努が早く追尾時間の鎌になり，今後漁
挺のスピード化が更に必要になって來れぱ漁獲法に對
應して性能の重黙を鍵える必要性が出てくるかも知ｵし
ない。しかしそのために現在の他の性能を多少とも下
すと云う事になるなら愼重な検討を要すると思う。

(c)主機を徴妙に操作する場合

奇襲法で追尾していていよいよ霊庖間近になり今度
かその次の呼吸の時に發砲すると云う位になると，マ

ストからは鯨が透いて見えリングが波の上に出るので

､鯨の行動に併せて徴妙な捜雛を要するし，この浬にな
ると殆ど潤荊は半速からそれ以下を上下させ時にはス
トップする察もあり，機關室内は多忙を極める。

母船への漉鯨時には停止している母船々 尾に眞後か
ら微速前進及び停止を繰返し最後に一瞬後進をかけて
母船を距る15米内外に行足を止め渡蕪竹業を數分間

、

行う。之が総ると後進をかけてはなれ再び前進をかけ

て舵をとり探鯨に向う。從ってこの場合後進の利きが

365
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や

1

遅いと，風で横に流されている母船に，船首を追突す

る怖れがあり危険である。

現:癖船の鱗塞化のため,マストの上からの主凌の
遠隔操縦が論じられている力現地での話をまとめると

理想的とは云いながらも次の前提があるようである｡、

11．求夫長が鯨を見ながら主機と舵の操縦が出來る

ような簡便さを持ち，力も現在程度の細いコント匡

一ルが可能である事。

2．絶對に故障が起らぬものである事（温度,澤氣，

振動等に對し）

3，船橋と連動式である事（船の安全性の篤）

4．水夫長力犠關の性能をよく理解せねばならぬ事

尚これに依っては水夫の數を減らしうるとは考えら

れず，棲關室内人員の増減だけか問題になるかと思

う。

アッパーブリッヂの設置は，現在の虚探鯨の協力上

非常に有效に使用されており，風力6位までの風に對

する防風板の考慮さえ梯えば身鐙には普通のブリッヂ

と何等塗りなく操船も速いようである。新たな技術と

熟練を少も要しない事がなかなか大きな利黙と云える

であろう。

(d)タンクの使用状況

燃油，清水共に内地出港時並びに往歸航補給時は滿

載するが，擦業中補給時は復原性，トリム，その他操

業上の都合から大禮§滿裁程度に積み之がj～§満載

程車になるまで使用し'週間~'0日おき位に母船から
補給をうける。この際船首をなるべく高くして發砲の

便を計る事に努め船首水鮠は各船共殆ど使用せず，第
1,2燃料油槽も船に依っては常に空にしているようで

ある。注意すべき事は操業中各状態で餘りトリムの鍵

化が出來ると砲手の照準の爲の目測がくるい，好まし

くないとの事である。

漁場において燃料を滿載しない理由は排水量の減少
による速力の増大と慣性の減少及びトリムに依る砲肇

の上昇が主な理由であろうと思う。最少淺油量は時化

等に對する餘裕をみて20～30キロリットルは欲しい

と云う話を聞いている。

(e)復原性並びに動描上の問題

船の幅を8.2米位にして肩の部分を張らせて船首が

波に落込まぬようにして欲しいと云う意見を二，三剛
いた。砲の照準と砲手墓の凌波性の問類である。しか

しGMについては南氷洋操業中は現在の500粍以上

を必要とするとは考えられず，各船共不安なくやって

いるようである。，

乾舷は操業上は大して間類にならず從って船の安全
性から言って，もう少し位あった方がよいような感じ
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上記を綜合して捕鯨船の操業性能のみを抽象して考

えれば，現在の捕獲方法ではディーゼルボートなら少

くとも速力を現在程度或ほそれ以上にする事を條件に

して，上記の各短所を減ずる方向に進むべきであり，

レシプロ機關を採用するとすれば，出力の増大に依り

速力をディーゼルボート並に増加させる事を要すると

思う。／

(g)パックアイスに注意すべき鮎

形状は見た虚雪が固く凍ったような外観を呈し，大

きさは厚さ數米で塑噸，十騒噸，時にはちょっとスポ

,－ツでも出來そうな廣い面積を持つ數十噸のものから

小はざらざらした氷片まで種々雑多である。餘り密集

した中では旋回時に推進器をやられるので追尾不可能

であり，追尾出來るのは或る程度バラバラに分布して

いる虚である｡從って蝿以上のパツクアイスはなる
べく除けるよう努めていても，追尾が急になる場合に

は住々 にして約十噸以下のものに営てる事がある，常
る場所は大燈ブリッヂより前部で，水線下にパックァ
イスの根が2米位迄伸びている場合がある。筒話によ

ると，いよいよ除けられない差迫った場合には眞直く・
に之にのし上げる事があるそうで，船首材の迩度，傾
斜角等に考慮する必要がある。以上の事からブリッヂ

の前方には勿論中間肋骨は有效でかつ必要であるが，

機關室の外板でも除け損なって営る事を考えれば，之
を設けた方が安全と思う。鋼材も-2.C前後でショッ
、クに弱い材料は外板に好ましくないと思う。熔接のデ

ィポジジトメタルに對しても同様である。又母船との
糠付けの時，問には鯨のフェンダーがあっても船の鵬
首尾のフェンダーの無い虚に大きなパックアィスが入
り込むと，直接母船との間にはさまって砕ける事もあ
った。

船が直航している時は，推進器にパツクアイスを捲
込む事はまず無いようであるが，前記の旋回時の他，
曳鯨時に特に大きい鯨の時は渦に依って捲込む恐れも
あるとの話も聞いており，その他母船との横付補給時
にパックアイスに園まれた場合の起動，或は渡鯨後の

後進等に，危険が無いとは言えぬ状況のようである。

がする。殊に曳鯨塒傾くと波が舷塙を越えて入り，船

橋下附近で數回ローリングする間水がたまる事があ

る。舵弧は前甲板の水はけ上有数であるが，乾舷と舷

弧を大にすると必然的に吊る鯨を高く上げる事になり

曳鯨時の傾斜が一層大になる恐れがある。現在高さ約

2米のムアリング示一ル白涙須鯨で約5噸の重量がか

かるようである。

ベアリングの關係で傾斜7～8度で大砲の旗りが悪

くなり15度以上傾くと動かなくなると云う話もきい

ているが，その他戸一リングの命中率に對する影響も

大きいらしく砲手はピッチングよりもきらっているよ

うである。第二,三,五興洋丸型は少し荒れると20～30

度のローリングを起し，私の見た庭ではどうも向うの

風浪に同調氣朱である爲と思われる。之等のローリン

グ適期は約9秒である。ここで大角度ローリングに對

する横揺半径も問類になって來るが，ピルヂキールは

パックアイス中操業の時，之に當てて破損する怖れも

あり，又一番銘命中後曳鯨までの複雑な戸一プさばき

でロープを切る怖れもあり，取付ける事は危険のよう

である。曳鯨時の復原性は増し，ローリング週期は9

秒の船が1頭曳鯨して約8秒に，2頭曳鯨して約7秒

・に短くなる。

(f)機關の種類に依る操業上の得失

私の接した範園では，レシプロと2サイクルディー

ゼルと4サイクルディーゼルの3種類の磯關に就てで

ある。専門外の事で，立入った事は分らぬが，多くの

人の意見をまとめて現在使用している諸機關の操業上

の得失を比載表に示すと大艫次のようになる。大禮の

傾向だけでもお分り願えれば幸である。

’
』
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、
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馬力｜

定格回轌數

船型

速力

械付補給回數

鯨に對する音
の影響1

人員節約上

船の出足，曳
鯨速力

微速運陣に對
して

奇襲法に對して

躯襲法に對して

Ｐ
Ｍ
Ｈ
図
左
優
少
大
劣
速
劣
劣
優

Ｂ
４
０
７
釦
１
同

１ 1,600BHP

420R/M

同左

優

少

′糟大

劣

梢遅

稻劣

梢劣

優

1,300IHP

唖
劣
多
少
優
速
優
優
劣

３６

|‘｜
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以上，捕鯨船に開してごく概略を申しのべたが，ほ
のかに聞きおよぶ虚に依ると,本事業も外的諸條件に
依り，必ずしも前途に樂襯を許さぬ状態のように伺っ
ており，それだけに，今後科學技術に期待する虚も大
きいのではないかと思う。この機會を通じて，本事業
の發展の爲に,各界の一層の御援助を賜わらん事を切
にお願いする。
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海 水冷却器 に‐ついて 千種成吾棲
日新興柔株式合吐

ハ冷却面積を大ならしめること
．1．緒言

二海水を適當に流動せしめ適當な流速を與えるこ

戦後我國漁業界において冷海水を以て漁獲物を豫冷‘と

・せんとする方法力纒く要望されて來たところ，今日漸2．冷凍磯の冷凍能力を増大せしめること

くその琵現を見ることになった。と云うのは米國式巾即ち，冷媒の蒸發温度を出來ろだけ高くする事に

着網漁船の3隻に特殊の考案にかかる海水冷却器力森より，冷凍機の冷凍噸數を5割ないし10割増加せ

～用され，下記の成績を塞げたからである。以下その詳しめること。之は同時に冷却器の表面を氷結せしめ

細を記述して各位の批判を仰ぎたいと思う。ない事にもなり一石二鳥の効果がある。

以上二つに要約されるが，本冷却器は後記の通り殆
2．設計の根本方針

どその目的を達成する事が出來たのである。
從來鰹釣漁船はいわゆる水氷を使用して漁獲物の鮮

3冷却器の構造度保持を計っているが,之は氷を溶かして低温度の海

水を作り温度上昇の際は増氷を行っているので相當量從來廣く用いられている冷却器で海水冷却に應用出

の氷を搭載する必要があり》又氷の搭載量に依り漁拶來るものとしては，多這路多管式蒸發器，グリッド型
日數が制約をうけることになる。蒸發器及びヘリングポーン蒸發器等を學げることが出

上記3隻の米國式巾着網漁船においては冷凍機を使來る。しかしこｵし等は漁船に搭載して海水冷却の項的

用して航行中常時冷海水を作り，その必要に充てる事に使用する場合多くの難黙がある。即ち，多通路多管

になったb冷凍機はアンモニア冷凍機を使用して魚鮠式蒸發器は海水が管の内部を流れるため温度が降下し
の一部に海水冷却鮠を設け,本海水冷却器を装備,海水た場合，管内で海水が凍結して循環困難に階り，つい
を0.c内外に冷却するのである。筒冷却された海水はには水管を破裂させる危険がある。

ポンプ･を以て夫々魚舶に邊入し，原則として再循理さグリッド型蒸發器は冷却効率が低いため相當長尺の

せないこ.とにしている。元來，漁船用として海水冷却”パイプを装備する必要がある。又ヘリングポーン蒸謹

器を考案するに営り特に重きを置か

｛

』
・
Ｔ
Ｉ

なければならぬ黙は

1．輕量であること

2．容積の小さいこと

3．耐久力の優れたものであること

4．効率の高いこと

5．湧鑑により機能喪失の怖かなき

こと

6．清掃の簡便なこと

等であり，更に之を要約すれば，短

時間に出來るだけ大童の海水を最小

の冷凍磯を以て冷却するということ

に歸する。然してその要求を解決す

る方法としては

1．可及的熱貫流係數の大なる冷却

器を作ること，そのためには

イ熱傳導良好なる材質を採用す

ること

戸出來蚤だけ薄いパイプ又は鈑

を用いること

。
“
ケ
吟

、
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適當な配置組合せを行い，下記A.B.C.の三つの型
伊

式を採用して見た。

A型4枚を1組として第2圖の如く連絡し，偏平

なケース内におさめ鮠内の壁に取付け，峰ポンプ

により海水を循環せしめるもの。．

B型第3園の如く函型のケース内に配置し，プレ

ートクラーを案内板として同じくポンプ°により海水

を循環させるもの。

器は冷却効率は良好で凍結により機能喪失の怖れはな

いが,狭い魚鑪に装置するには長さの黙で困難があり，

その上海水冷却鑓に海水が滿水したり筌になったりす

るので，蒸發器（鐵管）が海水に濡れては室氣にさら

される爲腐蝕し易く長期の使用に耐えない。本冷却器

は以上の如き鋏黙を除いて設計製作されている。

火に本冷却器の製作方法は第1表に示す如き組成の

耐海水，耐アンモニア性にして，狸靱，かつ加工容易
の18－5ステンレス・スティール板（板厚1.2粍）を

1千噸フリクションプレスで第1圖の如く成形し，2

枚を合せて特殊シーム熔接を行い，いわゆるセ'クショ

ン型プレートの『ユニット』を作ったのである。尚こ

オLを魚脆内の状況，海水循環方式の如何によって夫を

第1表NAS-8-S(日本冶金工業製）

1

｜

’

今却 ロ

’

第3岡

C型溌4園の如く4枚を数列にならべて，トンネ

ル型のケース内におさめ，プロペラにより海水を循

垂せしめるもの。

成分ICIS(IM｡|N!lCゞ

，‘｜<"息卜"~O.75P.5･~"s|…"鴫~20
耐蝕表

R:耐蝕
力充分

Rw:熔
接後熱
虚理を
施さず
とも耐
抗力完
全

性質

態|耐蝕度試薬|状
海風｜
アン｜
モニア｜
海水’
．’

Ｑ
）

’
一

Ｒ
恥
恥
一

冷
‐
冷

物理的

①
一

一
力

睡
》
‐
．

張
一
抗

一
黙
５
．
↓

一
伏
認
罪

一
降
２
ｋ

ゞ
１
４

－
》
唖
』 。

Ｃ

數
６
Ｃ

係
ひ
び

脹
１
０

嚥
一
噸

、第4団

以上いずれも蒸發器表面清猯のナミめ，ケースの一部。

を分解出來るよう製作してある。I

睡力で運鱒可能なように附匪磯器の容瞳力穀計してあ

るから，冷凍能力は標準迩鱒時の30％～50％増とな

観故に,短時間に多趣の海水冷却が出莱ろ。第2団

素

一
“
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一
「
１
１
１
Ｊ
‐
劃

■
一
一
一
・

ｌ
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Ｉ
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ｌ
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第5圖

魚鮠内の水温が上昇した場合，叉は海水が血泥によ

って汚れた場合は直ちに増氷をする代りに冷却された

海水を魚鯰に邊る。この場合，魚鯰内の汚水はピルヂ

ポンプで船外に排出することも出來るが，邊水筆ンプ

で魚鯰内に冷海水を邊り込めば，その水頭により自然

に手働排水ポンプ用パイプから汚水が排出されるとい

う方法も質施されている。

以上の操作により新しい海水が魚鮠内に入って水温

上昇した場合は，その水を更に冷却水槽に再循環して

冷却するのである。

第3表

日時昭和25年4月29日午後天候晴

場所．川南工業株式會吐水産本部製氷工場

’氣温17｡C

水温18･C

水量4,040kg

水速0.095M/sec

型式C型3単位

｜アンモニ|アンモニ水温 一
一
の
】

モ
塵
亜

ン
高
野

ア
ア
ｋ

一
一
、
ヰ

モ
塵
函

ソ
低
創

ア
ア
ｋ
ｊ下Ｉ

Ｃ

画
皿
可
。’時刻 出口(~上)出口

入口｡CoC。
5．寅験成績〃

笈験成績をとつ第2表，第3表に示す6第1例はA

型12単位の冷却器を6''×6''Dアンモニア歴綱幾

で趣噂した結果で第6園に間示してある。冷却水量

8.5噸を3馬力24.6M3hr.の渦巻ポソプで循環せ'しめ

1時間30分で7．Cの温度降下を見た。この場合の

熱貫流係數は伽Kal/M2･hr､｡Cとなる。
第2表

日時昭和25年3月14日午後天候晴

場所播磨造船所第1ドック

氣温11.7･C

水温9.3･C

型式A型12単位

’ I
１
１
１

一
、
５
０
０
０
０
０
０
０
０

６
６
５
５
５
５
５
５
５
５

●
の
①
●
◆
●
●
●
●
①
●

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

唖
一
一
唖
一
一
一
四
一

１
１
１

13.15

13.30

13.45

14.00

14.15

14.30

14．45

15．00

15．15

15．20

８
０
２
０
２
５
５
０

①
凸
●
●
●
。
●
●

８
５
２
９
７
５
３
１
０
０

１
１
１

５
５
５
２
２
５
５
０

の
旬
。
の
◆
●
。
■

８
５
２
９
７
５
３
１
０
０

１
１
１

０
５
５
８
５
０
５

口
■
●
●
Ｃ
Ｄ
●

９
６
４
２
１
０
０

1

1

｜

日時昭和25・

場所播磨造船

氣温11.7･C

水温9.3･C

型式A型12

嶬刻|艫粛縄度’

一

一一一一一

１
１蜜鹸成績第2例は，4噸の海水を約2時間で18.C

からCoCまで冷却出來た。この際の冷却器は，8軍位

で構成されたC型である。第3表を線圃で示したのが

第7圖である。以上も6''×e''Dアンモニア冷凍磯の

冷凍能力に對應するものである。

寅鹸解析

△2時間中の温度降下を△6.cとすれば，次式が

成立する。
／

△'一錦(‘十等十'E)△：………('）
但し

ぷ

郷
一
方
《
蝿

－－－－

イン

｜総ゴプ入

度

アンモニ

ア高歴

に
1.8kg'cm

1．6

1．9

’1．6

－0．5

14.15 9.6.C

14.30 7.0｡C３
３
９
５
２
３

●
ロ
●
●
●
●

８
７
５
４
３
２

14.45 ０
８
５
６
８

●
●
●
。
●

６
４
３
２
１

15.00

15．15

15．30

15．45
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一

凋輻 吟'百 喝1s0万1s 1“5

、盛面

第7圖

となる。

故にβ=0｡Cとなるまでの時間をT時間とすれば

T=c･W[log(6gj=2E)-log6E]〃A………(5)

を得られる。

前記第2例の責鹸結果の解析を以下に示す。

冷却開始より45分間を取り(4)式により熱貫流係

薮陀を求むると

"=312KalMgdhr。｡C

を得られる。これを(4)式及び(5)式に代入すると，

次の計算値を得られ，責泓値とよく一致している。砺

老を第4表に示す。

第4表

』
一

I4gp ､酉3．Ogoo84夢。

曙向

第6圖

β：海水温度。C

’鹿：熱貫流係數Kal/M2･hr･｡C

A:冷却面積M2 Q

CE:冷媒蒸發温度一｡c

c：比熱Kal/kgcC

W:冷却水水量kg

（1）式に於て

K=__"2A_
c・Vy

とおけば

･'=-K('+-令L+'E)･'
となる。△2→0として，

-:!=K('+'E)…………………(2)
（2）式を解けば

log(6+0E=-Kf+CJ

となる。但しcは稜分常數である。上式を愛形して

"==eC-“－0E.……….…..……….….(3)

f=0の時，β＝00とすれば，

C=log(00+6E)

となる6故に(3)式は

6=e'og(''+'E)-"!-,".…"……,…...(4)

、

1

’

！
、

－ －－

105

1．5

0．71

’ Ol]J30145

鴫|"|』"，,
18114711L6190

’
時間(分）

貴測値

計算値

60
戸戸

イ｡ 90

2．8

120

06.5 4.5
ｊ
Ｐ

■
■
■
９
１
１
１
１
Ⅱ
。
Ⅱ

Ｌ
Ｉ
Ｉ
ｐ
■
５
９ 4．87.0 2.5

０
Ｊ
Ｗ
川
Ｊ
即
脚
０
１

賓測T=2時間計算値T=1時間52分

零度まで冷却に要する時間Tは，計算値1時間52

分，寅測値2時間5分である。、

計算値は第7咽に，織線で示してある。

6．結語

前項二つの實験成績によって明らかな通り本冷却器

の熱貫流係數はラメご略（377頁へつづく）
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漁 船無線に就て 津田育男
日本無線株式含mt

‐

1）はLがき

1．内容

本編は,漁船無線の活用目的とその概要とを述べた

ものである。

2．漁船の文化．‘‘

文化の原語は,Kulturでその意味は，耕す事であ

って，人間生活を土壌に善え，之を原始の姿より理想

の姿に高める爲にあらゆる努力工夫を行うその過程を

指すそうである｡,人間生活の理想の姿なるものが，東

洋と西洋とでは多少違った黙がある。即ち東洋では’

生活の不便を精紳的な人間の忍耐力で補う傾向がある

のに反し,西洋では科學を騒使して生活を便利となし，

その上に精祁的なものを築こうと企園しているようで

ある。

漁船の理想の姿は，礎られる魚には氣の毒であるが

科學を躯使して漁船に（口）と（耳）（眼）とを與え

て，航路の安全と，燃料油の節約と漁獲の能率向上と
を計る事であろう。

そは，嘗て賢明な人々 が，人間の動力的債値が僅か

1人力＝0.1馬力(HP)しか活用できず，之を動力と
して使用する愚を知って，より能率的な機關(10馬力

でも100人力發揮し得)，を装備した如く，漁船に無
,線機を装備する事である。
人間の香礎出力は，僅か2×10-6Wattであり，如
何に大髭の人でも第1圖の如く0.5kmも離れて5分

卵一団人I削篭誌使すミ勿れ

秒

肌 鑿
師:：

間も話しをしたら，ヘトヘトに疲れるのに相違なかろ

う。この漁船に10Wattの無線機を装備したら，蜜に

5,000,000人力の音麗出力が得られ，第2圖の如く，

漁船の中に坐っていて海上100kmも話しができ，ま

た方向探知機を用うれば，荒天で天測のできぬ時でも

電波の力で自船の位置と，航路と力判り，航路の安奎

ｰ
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と，直線コースによる燃料油の節約ができるのであ

る。次に魚群探知機を装備すれば，積極的に海中の魚

群を探知する事が出來，從來不可能とされていた中間

層の魚群をも探知し得，一網打壼，魚族の絶える事を

心配する程の魚獲高を揚げ得るものであって，之等の

事は今年5月赫奈川縣倹本及び網代における事實が證

明しているのである。即ち漁船に無線を装備する事に

依って漁船の文化が一段と向上される鐸である。

2）漁船無線

1．漁船無線の種類

漁船無線は，邊信機（口)，受信樫（耳)，方向探知

磯及び魚群探知襖（目）等と，之に必要な電源と，空

中線並びに船底に坂付ける磁歪振動子(魚群探知用
Antenna)等より成り，之等の機器の種類とその性能

の概要とを示せば，第r表の如しる之は關係官寵と無

線業者との協議によって完成し，目下JES規格原案

として提出中のものである。

r.無線の出力と機關の馬力

無線磯の出力は，漁船の行動範園と，自己の有する

電源の容量と，自船の所陽する陸上無線局の關係等に

よって定めるものである。故に第1表の出力と漁船の

唯溌は目安として掲げたのである。

漁船の機關は，大禮澆玉かヂーゼルの二種類で，便
格が1馬力當り何程と簡軍に定まるらしく，この考え
で船主より漁船無線の債格を出力1Watt_當り何程と
いう質問力時折閃るが，無線機はその内容が複雑で，
軍に出力だけで債柊力淀まるものでなく，亥に述べる
如き條件によって大きく左右される。

a，出力がA1電波かA2電波か，又はA3電波か
或はA3の鍵調糊生が規格スレスレのものか，更に叉

揖級な'ものか,歪率がどの程度のものか等により相當
債格が相異する｡一例を學げれぱ,F型1"A1電
波250Wattのものと,A2電波75Wのものとは同
一傾格で，もしF型2號のA2電波が125Watt出る
ものとすれば,F型1號よりA2電波の出力が大であ

るか逆に便格は安い事にな,るのである。
b、發射周波數を第1表に掲げたものを全部共有せ

しめた場合と，その半分を共有せしめた場合とでは，

同じ出力でも便格は異なる。

c・邊信電源に普通の手動のMotorGeneratorを

用いた場合と，特殊な自動式無調整MotorGenerator

を用いた場合とでは，債格が大きく開く。、

汀L~司
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第二表漁船用電波割當案1950年5月電波寵無線局運用規則よりの抜華
、

｜ﾓ｡謡"篝予蓋
呼出應答‘電波kc

A]|A2｣A3
用途

漁業邇信

心

｜””
’1570(5)1620

漁船Iと一般陸上局19053700

5520

1576(5)1620(5)’

’
19053700

5520'’
1620(5)

子

．’
500(6) 1570(5)(6)(7) 1570(5)(6)(7)

1905(6)(71 1905(6)(7)．
｝ノ

｜

漁船と港務局｜
I

500(6)

急’ 18201820水産
船舶
鹿所陽
相互間

Ｉ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ

1820

鱒1
11570(5)16201570(5)(9)1620′

|190519551905(9)
'370○1955（9）｡1

|55208325(4)iIゞ
1570(5)1620(5)

19051955

3700

55208325(4)

1570(5)(9)

1620(5)(9)

1905(9)

1955(9)

お，まく．ろ
0

相互問

かつ

漁船

1620’

1955

l評|鰯．
'1580⑤1610(5)
19302010

55208325､’
1580(5)⑨

1610(5)(9)

1930(9)

1580(5)1610(5)

19302010

55208325(4)

1580(5)(9)

1610(5)（9）

1930(9)

トロール，底びき

漁船相互間

‘’ 1820

1

1

1820，

I

近海捕鯨緬皆相互 1820 1820
1

’
1610(5， 1580(9)

2720(10） 1610(5)

2785'|,噛遥．""｡""；
’1580(5)

’
’1610(5)－

'2720(10）

－

|…鰯…I8 ’
|2440

2450，

‘2545

15;;;(,0)
｜2785

2440

2450

2545

2720(10）

2785

a

一一王

註（4）聲間の使用に限る。‘(5)伊豆大島を中心とする50浬里以外の永域。（6）4,0”
kcを有せざるものに限る。(7)漁船通信を防害しない時に限る。(9)漁船正午位置

通信に限る。（10）横須賀，佐世保を中心とする45浬里以外の水域に限る。

d・受信機電源に乾電池を用いた場合と，充電装置4．電波の問題とその對策

を含んだ蓄電池を用いた場合も亦債格は大きく開くの 田舎の人通りの少ない道路では，右側交通も交通整

である。理の必要もないが，人口が數萬倍も増え人通りが激し

3．發射周波數の新しい割當くなると，嚴しい交通規則か必要となって，人間に色

今年5月，電波廃より無線局運用規則案,第四）と々と制限力功nえられてくるように，電波の世界も亦非

して，新しい周波數の割當が霊表され,その内,漁船常に混雑してきたので,AtlanticCityの國際會議に
關係のものを抜牽すれば，第2表の如し。これに依れ依って，從來より非常に嚴しい電波の規則が定められ

ば，漁船の使用目的に依って，周波數の用途が明瞭に電波の利用者は之を守らねばならなくなった。その規

唾分されたが，この周波數は,AtlanticCityで定め則の中で電波に關する要求事項とその對策の一端を示・

られた，周波數とも多少相異する鮎もあり，（例えばせば第3表の如し。

1,570kc,1,580kc等は新規格では1,605kcからであ3)蟻装に就て

って，適用されない筈である。叉高調波關係にもなつ操舵室を漁船の船底に設計する事は絶對に無い。之
ていない鮎がある)。暫定的な割當かとも考えられるは漁船の頭臘に相営するからである。然しながら同じ
ものである。‐漁船の頭脳の機關である無線磯（即ち(口),(眼),(耳）
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第二表 電波 の問題とその對策
冬

匿分’ １
１

求 對要 策

漁船波及び短波周1

波数の偏差

時邊|

｜｜曹鷲墨偽鴛

繊|"[｡…“
｜'""…て．｜以下

上|鍵|倉欝繍謹
定なること

置

・｜｜臘雑及び繍淡の割：
｜叉,呼出,通信切換〔

'--選鯵…上,"蛙
1受に捕捉せしめること

間信1－妾是翫同上｡特に‘
｜装’化を必要とする

冠宮再壼と七銚雲シ”庵，

１
１

水晶發振部に無理をさせぬ増幅方式とBurer

Keying以下と､を採用す。この爲にNone

Leakageの一黙接地二重遮蔽を蛮施する

蕾規格

頭碧観格

|麗継競撫…“鉱必以天

｜
AntennaCircuits'にFilterの性質を有する元

回路を採用すると共に各回路に安定部品を使用

する’
高低調波及び總ての不良電波は－40db20Cmw

以下

１
１
１

歪率を少くし，鍵調度を深くし得る特殊波を發

電し得る400～の發菖機を研究し，かつ，發電

周波數が一定で，定電歴である，自動式Motor

Generatorを霊明した、

A2電波の愛調度は70%

以上で，愛調間波歎の安

定なること
ククク
筍か夕

ククロ

づ"

一一

’
各増幅回路にFregBandAmpli6erCircuits

を用い，水晶發振部で，呼出し通信の切換えを
行う､

漁船波及び短波の割當が高調波關係となった。

叉，呼出，通信切換5秒以内
一 =P＝=卓百一一一一一→－－－

HF.及びI.F.Amp.Circuitsの性能向上と

BandSpread.(H.F.及びI.F.)方式の採用I
上,0.5kcの混信分離と信號を容易

めること

|嘉職脱蕊篝:．…"ぬ職。
特に局部霊振部の周波數の安定

一

’
直自己發生雑音を極度に減少せしめて，感度を向

題|合一竺l竺至こと

|墓"繊議州占

Antenna．とH.F.Amp.回路及び,愛周波回路

の吟味と，配線を含んだ部品の吟味
－－－一一一一→一一一

’
特殊バリコン,二重遮蔽,と一黙接地，等を完全

に行い,局部發振よりAnt.にRadiation.する

Powerを最少にする

一
邊
・
受
・
方
探
・
魚
探

一
運
用
上
の
問
題

苫一一一一一~一

周波數

’
邊信機，周波數切換一翠動とし霊信機，

l

をDialScale上に揃えること

周波鞍の愛損，周波數轄鍵換15秒，
、

呼出……通信5秒にすること

竜氣的には，絶縁低下及接鯛抵抗の鍵化せぬ研

究を行い，機械的には，パネ等の疲勢の少<な

る研究

信極度の向上，動作確率向上と，壽命を延長せ

しめること．

－－

’
部品を合理的に小型に設計し部品配置を合理化

する
保守黙械の容易なること

－

｜美的個値を向上させる鰯に無線蕊術家の参加を

｜求めること
＝－＝一一一一

で，潔氣が少なくて騒音や磯械的撒鋤の少ない場所に

装備すべきである。

新造船の場合は，比較的之等の黙力毒慮されている

ようであるが，古い船に新しく漁船無線を装備する時

工藝的債値を向上せしめること

一一一一＝＝一二一＝＝＝＝－＝=＝：

の働きをする機械）は，發達の時機力握れた爲に，舶
底とかその他の間に合せの場所に抑込む場合が多いよ
うである。之は間違いであって漁船無線の性能を蚕揮
せしむろには，船の頭脳である操舵室に一番近い場所
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には，この黙が閑却されがちである。故にこの場合はす問題と同様に困難な技術研究を要する問題であり垂

無線機購入前に無線室の位置を上記目的を果し得る様船禮設計諸賢の御研究を期待するものである。

に工夫し船禮を改造する事が望ましい。叉，無線室の 第3圖は75噸程度の木造船の漁船無線を艤装せる・

機械的猿助數とその振幅とは，新雷いずれの漁船でも要領を示したもので，無線室の大きを等は規格委員會．

嬢装前に賓測して,無線業者に通知して戴きたい。こ（水産鹿，電波鹿，漁船船主，繩骨協會，無線業者，

のDataが判れば，漁船無線の機械的絶縁即ち防振装等より構成せるもの）で定められた案に,JRC製F

盃をより合目的に設計する事が出來るからである。漁型2號125Watt,の鰄皆無線を適用した要領圖であ，

船の振動は船に依って又，同じ船でも場所に依って相る。但し魚探をこの無線室に配置せるは筆者の豫想で

連する面倒な問題で，之を事前に定量的に見出す事はあって，現在の多くの漁船では，魚探は皆’海圃室に

丁度，魚探用の磁歪振動子の装備位置を定量的に見出′装備されてある。（完）

（350頁よりつづく）と思う。

港する｡餘程氣をつけてでかけねば危険この上ないこ’さて，本冷却器は叙上の通り船舶用冷却器として’

とになる。これらの黙から一應の標準として出港に際輕量，小容積,その他諸種の必須の條件を具備してい‐

して，各漁船の船主，船長に注意を與えた。乾舷につるので，今後米國式巾着網漁船，鰹釣船,鮪延繩船，

いては乾舷は船の深さき0％に20cmを加えた以上その他各種漁船の海水冷却用に大いに採用さｵしること．

を必要とし，それ未滿のときは特別の注意を要するととなろう。

した。小船では如何にはげしいかを物語る一つとし 今や本冷却器の出現に依り冷海水による漁獲物の豫

て，舷培の高さ以下が水浸しとなっていること多く，冷という多年の懸案も解決されんとしている。

舷側の油槽の室氣管は海水逆流の原因となる。機關室漁船に於ても，ひとり海水冷却用のみならず，漁脆

園壁の側面を越えた室氣管からも水が入ったこともあ冷却器としても急速冷凍棚としても大いに採用される

ろ。各管の甲板取付金物が砲金で，鋼板との電氣作用にいたると思う．。又本冷却器は軍に漁船用の範園に止

で腐蝕するため，これから浸水して魚脆の魚を.くさらまらず，客船，貨物船の食料品貯藏庫用として,更に

せたこともある。 叉各種陸上施設用として，例えば，アイスクリーム貯

修理について發見する峡陪は責に意外のこと多いと藏器，ロッカープラント，ソーダファウンテン，牛乳

思うので別の機會に記したい。（1950.6.25）冷却器,飲料水冷却器，冷藏陳列器，各種冷藏庫用そ
の他の冷却器として極めて好適なものであり，冷却器

．（370頁よりつづく）
界にエポックを劃するものと信ずる。なお今後も怠ら

k=300Kal/M2･hr．。C
ず本器の研鐡に努力し冷凍機界の進歩に寄與せんとす

である。之は計算値と一致するもので，極めて効率高ろものである。
く，今後研究を重ねることに依り更に効率を高め得ろ

、

論霧船用品の解説と紹介
船用品を体系的にまとめ，各部門別に解読を監修
ほどこし，主要メーカーの製品を詳細に紹介。

驚上保鳶慶海鯵査鷺上野喜一郎
樋威ある監修者のもとに編輯せる本書はメーカ

爵鴇蕊呼爵鷺菅四郎 －，需要者及び開運業界必携の書たるを疑わぬc，

驚驚謡噌癖鷺士川義朗 B5判上質紙100餘頁

内、容議値200圓（邊20回）
◇總説◇舷窓發行識定9月上旬
◇救命器具◇錨鍍索至急識約御注文を乞う
◇治防設備および器具◇航海計器 天 然祗
◇船燈◇艤装金物

他◇信鍍器具◇その東京都千代田唾内幸町ニノーニ
◇鮠口糎布◇附 表振替‘東京79562番
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一

船 舶の［推進(27） 山縣昌夫

圖をもって設計された例がないでもない。勿論これは

不合理な推進器設識であるが,輕吃水吠態の試蓮韓
において成績良好の推進器は，船底および海上がほぼ

理想状態であるかぎり，赦貨状態船速などにかかわ

らず概して良好な成績を示すのが普通である。

（2）推進器を3翼として設計すべきか，4翼とし

て設計すべきかは，船鴎との關係から推進器の直径が

制限されて，4翼を選ばなければならない場合を除い

ては，一應雨者を設計して，その性能を比較するとと

もに，張庭振動，空洞現象，空氣吸込，重量，鋳造

の難易，製作費などあらゆる角度から検討して決定す

べきである。なお普通の場合3翼推進器はその直煙，

翼幅，翼厚が4翼のものより大きくなるので，重量に

おいて必ずしも輕くはならない。

（3）すでに繰返し説明したように，特に軍螺旋船

においては推進器が著しい伴流中で作動している關係

から,その直径を，系統的模型推進器単濁試験に基づ

く推進器設計用圃を使用して求めた最良直径より幾分j
大きく選定するのがよい。また船底，海上などのほぼ

理想状態に對して推進器を設計する場合には，船底の

汚損，風波などの影響を考慮して，軍螺旋船および双

螺旋船を問わず，推進器の直径をやはりやや大き目に
探ると，平均航海實績において良好な結果が期待ざれ
る。要するに，寅情が許せば，相當に大きな直径の推
進器を採用して船の運航經濟の改善を岡ることが普通
の場合可能であるが，これがため螺距比が餘り小さく
なると，推進器の性能の著しい低下を招き’所期の成
績が得られない倶が多分にある。從って渦理論に基づ
いて推進器を設計する場合に，設計螺距比が0.7に達
しないようなときには，直經を適當に縮小して設計を

繰返し，これらを比較研究して直径を決定しなければ
ならない。推進器の回鱒數が高くて，（'･7以聿の螺距

比が資際上避けられない場合には，渥度關係から許し
得る限度において翼根部の幅および厚さを減じて間隙
比をできるかぎり大きく探り，この部分における著し

い間隙影響だけでも減少させるよう心懸くくぎであ
る。

（4）螺距の半径方向における最適の分布は，第6

章において説明したように,単螺漉皆にあっては伴流
の分布よりはむしろ推進器の後方に配置される舵の種

類によって決めるべきである。すなわち，普逹型流線

舵に對しては一定に近L,蝉距，コントラ舵のような特

殊型流線舵に對しては逓減螺距の採用が有利であるこ

IV推進器の設計，装備位置などに

對する一般的垂意事項

推進器の設計，船鐙への装備位置の決定などは，こ

ずれらの良否が船の運航經濟を著しく左右するだけに，

極めて重要な問題であるとともに，各般の事情を考慮

しなければならない複雑な問題でもある。これについ

てはこれまで機會あるごとに箇曇に説明してきたが，

ここに参考として，一般的注意事項のうち重要と思わ

-れるものを若干取纒めて述べる。

（1）いかなる推進器設計巻を採用するにせよ，設
計に對する基本條件をどう選定するかによって設計さ
れた推進器の寸法および形状は當然相異し，從って性

能がある程度愛化する。普琵には船底が清淨，海上が

靜穏のほぼ理想的状態に對し，推進機關の定絡馬力お
よび回轌數，満載に近い吃水状態などを基準として推

Q

進器が設計されているが，このような基本條件に對し

て設計宴れた推進器は，例えば船底が汚損し，あるい

は海面に風波が存在する場合には決して最良の推進器

ではない。すなわち，船遥の抵抗の増加に基づいて船

の速度は減少し，一定船速における推進器の荷重度が
増大して，推進器の失脚比は増加し，設計にあたって
の基本條件とは甚しく異ってしまい，推進器の性能は
大幅に悪化する。特に，一定馬力における推進器の回

轌數が低下して，推進機關の出力と回韓歎との關係が
髪牝し,ヂーゼル船にあっては推進機關内の最大匪力
が嚴格に制限されるから，その出力が減少する結果と
なり，船速の低下をさらに激しくする。このようなわ
けで，推進器の設計に對する基本條件としては，すべ
て航海の平均状態に對するものを探るのが安當と考え
られる減例えば連絡船のように特定航路ばかりを往
復する船はともかく，一般にはその想定がなかなか困
難な事情婦ある。從って食際の便宜上前記のような基
本條件がしばしば採用されることになるのであるが，
この場合’推進器の回轌數を，推進機關の出力と推進
器の回縛との正常關係より幾分高目に設計するのがよ

い。著者はこの見地から推進器の回轄數を計塞のもの

より少くとも2％高く見稜っている。もっとも単螺旋
船にあっては,伴流の縮尺影響が相當童に達するから，

水槽試験によって求めた伴流係數をそのまま使用して

設計した推進器は演際においてその回轌駿が幾分高月

になる。なおわが國においては海上試運’朝こおける妓

高船速を極度に奪重する弊害として，推進器がこの意
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とが模型試験によって確められている。なお同様なこ

とが推進器の直後にコントラ・プロペラーなどを配置

した場合に對してもいえる。船禮および舵などの形状

』こよってこの螺距の正確な分布をいかに決定すべきか

の詳細については残念ながらまだ明かにされていな

い。双螺旋船に對しては渦理論に基づいて設計された

俘流推進器の成績がもつとも良好なはずであるが，渦

理論およびこれによる推進器設計法が未完成のためで

あろう，推進器設計用圖を使用して設計した一定螺距

の推進器に比べてその性能が必ずしも優秀であるとは

衝ずることができない。結論として，渦理論に基づく
伴流推進器の設計は勢して効少なしの噸:あるのが現
歌であり,今後の研究に俟つことが非常に多い。
（5）曳船，卜画一ル漁船などの推進器の』､うに，
高失脚比で作動する推進器を除いては，翼の蔵面に適
営なエー戸フォイル型，例えば第46もしくは55表
‘にその寸法を掲げるエーロフオイル型を採用すると一

殻に好成績が得られる。なお翼根部の後縁には幾分ウ
オッシュバックを附けるのがよいようである。室洞現

象力霊生する倶のある場合には，少くとも翼端部の裁
面には前後端の丸味を資際上可能なかぎり小さくした
弓型を採用してこれを防止しなければならない。翼蔵

面がすべて適當なエー戸フォイル型である推進器に比
べて，第46表に寸法を掲げるように翼端部の蔵面を弓

型に愛化させた推進器の効率は2％前後低いのが普通
である。筌派現象の發生を避けるためには’このほか

翼の面積,特に翼端部の幅を増加させるとよいが，こ
､ｵLらは空洞現象ばかりでなく，貨物船などが極端な輕

貨状態で航行する場合’船魑が著しい縦動揺をしてい
る場合などに起りやすい水面からの空氣吸込現象の防
止にも有効である。
（6）推進器がある回韓數の範園において作動して

いるとき種々 の香色の鳴吾を發する現象はしばし蝿
験されている。この現象によって推進器の齢眉はほと
んど影響されないので，平時においてはこれを餘り重
頑する必要はないかも知れないが，乘員に不快の念を
與えるのは事籏であり，また戦時においては相手方が
水中蕊香器を使用してこれを捕え，船の位置を明確に
知ることになるので，推進器鳴吾の防止策を構ずるこ
とが重要な課題となったくる。このようなわけで，鳴

香發生の原因およびその對策については各方面におい
て研究され,こｵLに關する文献も數多く存在するが,

鬼頭博士(174)はこの原因を徹底的に追求し，これが

防止方法を樹て，錨骨に應用して完全'な成功を收め

た。同博士の研究結果によれば，推進器の鳴青は翼の

水中における固有振動数と翼の後繊から發生するカル

379

～
一-P

‐も

、

マン渦列の周波數との一致による共鳴現象であり，従

って翼の材質は鳴香に直接關係がない。すなわち，特

定の推進器の翼の固有振動數は単一ではな･く，種々 の

値をもっており，推進器の回轌數,從って翼の回轌線

速度が増加して,カルマン渦列の周波數が高くなると，

つぎつぎに翼の種々の固有振動薮と共鳴して鳴言が發

生するのである。カルマン渦列の周波數は翼の後縁の

厚さによって愛化するから,これを適當に選ぶことに

よって渦列の周波數と翼の固有振動數との同調を避け

ることができるはずである。鬼頭博士はこのような見

地から出發して資物試験をも行い，結局，推進器の直

径，回韓數などの任意の値に對し鳴香が發生する範園

内の翼後縁の厚さを與える団表を作成した。從って，

推進器を設計する場合に，與えられた條件に對しこの

圃表を使用して求めた翼の後縁の厚さを避ければ，鳴

言の發生を防止することができるのであるが，後縁を

餘り厚くすることは當然推進器の効率の低下を招くの

で好ましくなく，また餘り薄くすることは推進器を後

進に作動させる場合などにこの部分が曲がる倶があ

る。從って資際問題としてはこのような懸念のない限

度において翼の後縁の厚さを薄く設計するのがよい。
（7）推進器の翼の材質が決まっている場合に，翼

の狸度はその厚さおよび幅をしかるべく設計して確保

することができるが，特に翼裁面の形状がエーロブオ
イル型の場合には,主として翼厚の増加による方法が，

効率，重量その他あらゆる面において有利であるのが
通例といえる。從って一般に主として空洞現象防止の
見地からまず翼幅，すなわち翼面積を決定し，つぎに
翼厚を湿度確保の見地から設計するのが推進器設計の
普通の順序で，この結果，翼根部附近の裁面の厚幅比
が,例えば第59園を参照して過大であると思われる
ならば，これが適當な値になるまで,翼幅を増加させ
翼厚を減少させている。すでに第1章および第9章に
おいて説明したように，推進器翼の狸度と推進磯關の
種類および装備位置とは密接な關係にあり，例えば,、
往復動汽機を船尾部に装備した船にあっては翼厚もし
くは翼幅を十分にとっておかないと，回鱒力率の著し
い鍵動によって翼が折損する倶がある。‘

（8）軍螺旋船において推進器翼の前縁と推進器注

との間隔を十分にとって，推進器柱の後端から發生す

る渦流の悪影響をできるだけ輕減させる必要があり，

これがために,推進器孔の大さおよび形状,推進器の配

置を適當に設計するとともに，推進器翼に適當な後向

き傾斜および湾曲を與え，推進器柱の水平裁面の形状

が矩形の場合には,翼と推進器柱との最輝閲隔を少く
とも推進器柱の幅の2倍以上，高速婿型船にあっては
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3倍以上にとるべきであり，推進器性の水平裁面の形
朕が左右對穂型の尖った曲線から成立っている場合に
は，船禮の中心線に對し’5.の角をなし，推進器柱の
水平輪廓に卸する直線を引き，この切線と船燈中心線
との交黙より推進器翼が推進器柱に接近するのを避く
べきであり，また一般に對する概略の標準としては，

長さ120mの船において60cIn以上とすることが望

ましい。但し進進器柱の後端部を推進器軸線の上下に

おいて反對の方向に捻って案内板の役をさせるとか，

これと同檬の形状の鰭を推進器柱の後端に特設する場

合などにおいて，それらが適営に誘汁さｵLているなら

ば，これを有効に作用させるために，この間隔を比較

的狭く選ぶのがよく，これには推進器孔の長さが短く

なる利益を伴う。推進器翼の後縁と舵もしドは舵往の
前縁との最短匿隔は，長さ120mの船において，左

右對購型の普通型流線舵もしくは舵柱の場合には約

30cm,コントラ舵のような騎麺流線舵もしくはス

ター.コントラ.プロペラー，普通には舵柱の前端に推

進器軸線の上下において反對の方向に捻った鰭を咽肘

けた場合には約20cmが大禮の標準値といえる。推

進器の垂直位置はできるだけ下位に選んで，推進器に

十分な深度を輿えることはあらゆる黙から有利で，こ

蕊卿

れがためには翼端の最低位置を船尾骨材の下部の上面
に極めて接近させるのも止むを得ない。

（？）双螺旋船においては,推進器の効率の低下，
外板の振動，空洞現象の發生などの見地から，外板の
表面と推進器翼の先端とを餘り接近させるのはよくな

い。この閼隔は少くとも推進器の直径の0.1倍以上で

あることを必要とし,推進器の荷重度が大きい場合に

はC.15倍以上が望ましい。一般の標準としては長さ

120mの船において50cm見當である。なお推進器

は垂直方向においては下位に，また船の長さの方向に

おいては普通の場合後方に装備するのが有利である。

ボﾂｼﾝグが取附けられる場合には,これによる水流
の回轌方向と反對の方向に推進器の回韓方向を選ぶぺ

‘きである。ポッシングによる水流は内廻わりの方向に

回鱒するのが普通であるから，外廻わり推進器を採用

するのがよい。もつとも淺水を航行する浅吃水船など

においては推進器に水が供給されやすいようiこ内廻わ・

り推進器がしばしば使用されている。
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